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序文

地方分権が叫ばれて久しく、バブル景気も昔のこととなった今日、堅実な経済基盤に基づく行財

政改革が迫られるています。そんな中､前橋市の小坂子町から大胡町の北部を通り宮城村に至る｢県

営農免・ふるさと農道整備事業勢多中央地区」の実施は、大胡町において「県営担い手育成ほ場整

備事業大胡西北部地区｣・「団体営土地改良総合整備事業中川原地区」・「団体営土地改良総合整備事

業日光道東地区｣・「団体営士地改良総合整備事業茂木地区」等一連の土地改良事業に続き農業基盤

の根本的な整備を図るものであり、地域の核となりうべき第一次産業の整備事業として非常に重要

なものとなるでしょう。

今回この事業の遂行にあたり、事前に埋蔵文化財の発掘調査が実施されました。

本報告書において報告する「横沢芳山遺跡」では、９世紀代の鍛冶技術を知るうえで重要な遺構

の検出がありました。当時において、鉄を生産するということは、鉄製の農具により農業生産の増

大が図られ、国家の基盤を形づける重要な要素のひとつです。農業基盤の整備を図るために実施す

る事業に先立つ発掘調査で、これらの発見があったことはわれわれに今一度足下を見つめ直し、自

らのよって立つ基盤を知らしめるうえで格好な機会を与えられたものと判断できるでしょう。

最後になりましたが、発掘調査・整理作業にご尽力された多くの方々に感謝し、序文を締めくく

ります。

大胡町長伊藤静雄

はじめに

「横沢芳山遺跡｣・｢横沢大塚遺跡」の発掘調査報告書をお届けいたします。

大胡町では、鉄の生産に係わる遺跡がたくさんあります。「八ヶ峰遺跡｣では製鉄遺構である半地

下式の竪型炉１基が、「乙西尾引遺跡｣では同じく半地下式の竪型炉３基及び製鉄関連の木炭を生産

する窯、そして生産物である鉄塊系遺物の選別を実施した竪穴住居跡など、現在のコンビナートと

も呼べる一連の調査がありました。また、「堀越中道遺跡｣では大規模集落から鉄鍋をはじめとする

大量の鉄製品も出土しました。さらには「堀越丁二本松遺跡」では鍛冶遺構が調査されました。

今回報告する「横沢芳山遺跡」では、「堀越丁二本松遺跡」に続き２基目の鍛冶遺構を調査しまし

た。遺物の自然科学分析により精錬鍛冶に係わる遺構であることも判明しました。これらのことか

ら、古代において大胡町が製鉄から精錬にまで及ぶ鉄生産の重要な地域のひとつであることが明ら

かになろうとしています。

発掘調査の実施から本報告書の作成にわたり多くの方々のご尽力がありました。末筆ではありま

すが感謝してはじめの言葉を締めくくります。

教育長松本浩
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１．本書は「県営農免・ふるさと農道整備事業勢多中央地区」の実施に伴い、平成12年度に発掘調査を

実施した大胡町大字横沢字芳山、大字横沢字大塚、大字横沢字五反田に所在する遺跡の発掘調査報告

書である。

２．遺跡の名称は、大字横沢字芳山地内所在の遺跡を横沢芳山遺跡、同字大塚及び五反田地内所在の遺

跡を横沢大塚遺跡と呼称した。

３．発掘調査は大胡町教育委員会が前橋土地改良事務所（平成13年度から中部農業総合事務所）との委

託契約に基づき実施したものである。

４．調査組織及び本書の作成組織は、次のとおりである。

事務局文化財担当

教育長松本浩一係長山下歳信

事務局長井上健児主査藤坂和延（調査・整理担当）

課長補佐塚田玉枝

７．本書の作成にあたっては、編集・執筆は藤坂和延があたった。また、遺物写真は小黒茂男氏が撮影

し、ほかに以下のものが作成に参加した。

水谷貴之（調査員）五十嵐文江北爪珠美鈴木久美子田村志づ江山下雅江

８．羽口および鉄器・鉄津の自然科学分析はパリノ・サーヴェイ㈱に委託した。

９．発掘調査によって出土した遺物は大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵棟で管理収蔵され

ている。

10．発掘調査の実施及び本書を作成するについて、下記の機関・諸氏にご指導．ご協力を賜った。記し

て感謝の意を表したい（順不同、敬称略）

群馬県教育委員会文化財保護課前橋土地改良事務所（中部農業総合事務所）勢多郡社会教育部

会文化財分会の諸氏（財)群馬県埋蔵文化調査事業団群馬県埋蔵文化財調査センター原田昌幸

奈良部清満技研測量設計㈱須賀エ業㈱パリノ・サーヴェイ㈱㈱日鐡テクノリサーチ

11．発掘調査作業員は次のとおりである。

荒井愛子石井よれ石川節子小沢チヅエ斎藤準嶋岡政雄勅使川原幸枝

萩原秀子松倉菊江若林俊次

凡例

本書報告の遺構番号については、発掘調査時のものを使用した。

本書挿図の縮尺については各図版にスケールを付した。

遺構図中に記した断面基準線は標高である。また、Ｎ方位は座標北である。

遺物分布図中の遺物に付した番号は実測図番号・遺物観察表番号と一致する。

第１図は、国土交通省国土地理院発行の５万分の１地形図「前橋」を使用し、－部加筆した。

第２図および第39図は、大胡町役場発行2,500分の１現況図を使用し、－部加筆した。
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ＰＬ－１２ 

出土遺物

第１号住居跡出土遺物ＰＬ－１３ 

ＰＬ－１４第２号住居跡出土遺物

ＰＬ－１５鍛冶遺構出土遺物

ＰＬ－１６鍛冶遺構出土遺物

ＰＬ－１７鍛冶遺構出土遺物第２号土坑出土遺物第４号土坑出土遺物

ＰＬ－１８横沢芳山遺跡･縄文時代早期出土遺物横沢芳山遺跡縄文時代遺構外出土遺物横沢芳山遺跡平安時

代遺構外出土遺物大塚遺跡縄文時代土坑出土遺物

ＰＬ－１９横沢大塚遺跡・縄文時代出土遺物横沢大塚遺跡溝状遺構出土遺物第１号墳出土遺物
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36.25'49″ 

139゜8'20〃

120522 

～120818 

2004 農道建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

横沢芳山遺跡

横沢大塚遺跡

包蔵地

集落跡

包蔵地

墳墓

代代

代代

時時
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遺物包含層

竪穴住居跡２軒

鍛冶遺構１基

遺物包含層
土坑３基
古墳２基

早期撚糸文土器

土師器・須恵器

土師器･鉄製品．

鉄淳

前期縄文土器

土師器

自然科学分析により精錬鍛冶

炉を有する遺構と判明



第１編調査に至る経緯及び調査の経緯

調査は、「県営農免･ふるさと農道整備事業勢多中央地区」の実施に伴う事前の発掘調査として実施さ

れた。

平成12年５月22日に、大胡町長横堀文雄と前橋土地改良事務所長渡邊展章は埋蔵文化財発掘調査委託

契約書を締結し､大胡町教育委員会は土木重機の導入による表土除去から本遺跡の発掘調査を開始した。

調査は土木重機により横沢芳山遺跡の表土除去をする間、横沢大塚遺跡の第１号墳の表土の除去を人

力により開始し続いて第２号墳の表土除去を実施した。ほぼ古墳の表土除去が終了する頃、横沢芳山遺

跡の土木重機による表土除去が終了し、土木重機は引き続き横沢大塚遺跡の古墳以外の調査区の表土除

去に入った。

遺構の精査は、横沢芳山遺跡から開始し、空中写真撮影を行った。横沢大塚遺跡ではさらに淡色黒ボ

ク土の掘り下げを実施し、縄文時代の土坑の確認精査及び遺物の集中ヶ所の調査を実施、写真・図面等

による記録保存を図り調査を終了する。

なお､横沢芳山遺跡では国家座標IX系Ｘ=47770,Ｙ=-62340を基準とする５×５ｍのグリッドを設定し

た。グリッド名は東西方向に西からＡ～Ｗの23区、南北方向に南から１～６の６区を設定し、南西コー

ナーの杭をもって呼称した｡横沢大塚遺跡ではＸ=47769,Ｙ=-62280を基準に５×５ｍのメッシュを設定

し東西方向に西からＡ～Ｏの15区、南北方向に南から１～10の10区を設定し、南西コーナーの杭をもっ

て呼称した。

資料整理及び報告書作成は平成13年６月22日付けで大胡lHIJ長横堀文雄と中部農業総合事務所長井上孝

一との委託契約締結をもって開始し、本報告書の刊行をもって、本遺跡の発掘調査業務のすべてを終了

した。

第２編遺跡の立地と環境
Ｕ 

第１節遺跡の位置

大胡町は群馬県のほぼ中央にあり、『上毛三山』のひとつ赤城山の南麓に立地する。県庁所在地前橋市

とは西部及び南部で接し、東は宮城村･粕川村に接する。東西５km、南北10km、面積19.76平方hmを測る。

標高は120～640ｍを測り、標高差520ｍで北から南に傾斜する。

大胡町を載せる台地は、カルデラ型火山赤城山の火山活動に起因する火山堆積物(大胡火砕流堆積物）

とそれを覆う関東ローム層によって形成される洪積台地で、荒砥川・神沢川・能満寺川・寺沢川等の河

川により放射谷・火山麓扇状地を形成し現在に至る。

本書において報告する横沢芳山遺跡及び横沢大塚遺跡はともに大胡町の北西部に位置し、それぞれ大

胡駅から3.0km、2.8kmを測る。

７ 



第２筋周辺及び大胡町の遺跡

周辺の遺跡としては、平成５年度に「県営ほ場整備事業勢多中央地区」の実施に伴い発掘調査を実施

した横沢新屋敷遺跡（７）が横沢大塚遺跡の東・開析谷を挟んだ舌状台地上に所在する。また、民間開

発に伴い発掘調査を実施した横沢芳山Ａ地点遺跡（５）、横沢芳山Ｂ地点遺跡（６）が横沢芳山遺跡の南

西及び南にそれぞれ所在する。また、大字横沢字大塚地区は横沢古墳群の１支群として古くから周知さ

れている。

旧石器時代の遺跡としては、堀越甲真木Ｂ地点遺跡（27）があり、弧状のブロック群を成す石器群を

AT層下において確認･調査している。また、相沢忠洋氏による調査で著名な三ツ屋遺跡（60）が知られ

る。その他当該期の遺物は、横沢新屋敷遺跡（７）、日光道東遺跡（31)、堀越丁二本松遺跡（13）等で

尖頭器等が出土している。

縄文時代早期の遺跡は、押型文系土器が横沢新屋敷遺跡（７）、浅見遺跡（32）等で出土している。

縄文時代前期の遺跡は、花積下層式期からニツ木式期の横沢新屋敷遺跡(7)、ニツ木式期の堀越丙二

本松遺跡（８）・堀越中道遺跡（16)、関山式期では茂木二本松遺跡（20）で竪穴住居跡が１軒調査され

ている。黒浜･有尾式期では天神風呂遺跡（39）。横沢向山遺跡（14）等がある。諸磯式期ではａ式期で

横沢向山遺跡（14)、ｂ式期では上大屋・樋越地区遺跡群（43）等がある。

縄文時代中期に入ると、遺跡数は非常に増加し、五領ケ台式期の土器を横沢新屋敷遺跡（７）で検出

し、天神遺跡（36)、堀越小此木遺跡（35）では、勝坂･阿玉台式期の遺構が確認調査されている。さら

に加曽利Ｅ式期では上ノ山遺跡（51)、西小路遺跡（50)、甲諏訪遺跡（10）をはじめとして大字堀越・

茂木地区を中心に多くの遺跡が調査されている。

縄文時代後期では、堀越西一丁田遺跡（９）で称名寺式期から加曽利Ｂ式期の包含層及び堀之内式期

の竪穴住居跡が調査されている。

縄文時代晩期の遺構・遺物は検出されていない。

弥生時代の遺跡としては、再葬墓と思われる金丸遺跡が著名であるが、その内容等不明なところが多

い。

古墳時代に入ると、５世紀後半から６世紀初頭の所産と考えられる竪穴式石室を有する古墳が上ノ山

遺跡（51)、西小路遺跡（50）で調査されている。横穴式石室を有する後期古墳は大字茂木地区･横沢地

区に多く、茂木地区では小字西小路・東小路に所在する。横沢地区では今回報告する小字大塚・五反田

地区及び柴崎地区に横沢古墳群として周知される古墳が多く所在する。また、単独の古墳として県指定

史跡の堀越古墳（34)、生協団地古墳（23）が所在する。

この時代の集落としては、下宮関遺跡（52)、上大屋天王山遺跡（54)、堀越中道遺跡（16)、新畑Ｃ地

点遺跡（15)、堀越五十山遺跡（24～26）等で５世紀代の集落が調査されている。６世紀に入ると集落は

大規模化し、天神風呂遺跡（38～40)、稲荷窪Ｂ地点遺跡（58）が調査されている。

歴史時代に入ると遺跡は不偏的なものとなり、町内の南部を中心に多くの遺跡が所在する。代表的な

集落としては天神風呂遺跡（38～40)、小林遺跡（60)、山神遺跡（63)、堀越中道遺跡（16)、日光道東

遺跡（31)、浅見遺跡（32）等が調査されている。

この時代の生産遺跡として、八ケ峰遺跡〔上大屋･樋越地区遺跡群〕（43）で製鉄炉･炭窯及び須恵器

窯が調査され、乙西尾引遺跡（４）では製鉄炉・炭窯・住居跡の一連の遺構が調査されている。

２ 



中世から近世にかけては大胡城跡（30）が代表的な遺跡であり、ほかに上大屋中組遺跡（53)、殿町遺

跡（28)、上の山遺跡（51)、樋越西前沖遺跡（55）等がある。

第１表大胡町の遺跡

内容

F号遺跡名所在地旧石器細文弥生古墳歴史中世近世文献
１横沢芳山iBl跡横沢・芳山○｡本書所収
２横沢大塚遺跡横沢･大塚五反田。◎本書所収

３西天神遺跡滝窪・西天神。◎「乙西尾引過跡･西天神遺跡.柴崎遺跡」

４乙西尾引遺跡堀越・乙西尾引○◎「乙西尾引遺跡･西天神遺跡･柴崎遺跡」
５横沢芳111Ａ地点逝跡横沢・芳山◎

６横沢芳山Ｂ地点逝跡横沢・芳山◎

７横沢新屋敷過跡横沢・新屋敬○◎。◎。◎「横沢新屋敷iml跡」
８堀越丙二本松巡跡堀越・丙二本松。◎「堀越芝山遺跡」

遺跡名 所在地番号 文 献

堀越西一丁田遺跡 堀越・西一丁田 ｡ 、 ｢堀越西一丁田迩跡・堀越乙関替戸遺
跡」

唇
、
財

１０１甲諏訪遺跡

１１１横沢城祉

堀越・甲諏訪

横沢・内出

。 1甲諏訪遺跡１－

｢大胡町誌」｡ 

横沢向田逝跡 横沢・向田 。 ◎ ◎ ｢横沢向田遺跡･堀越丁二本松遺跡･横
沢向山遺跡・茂木二本松遺跡」

1２ 

堀越丁二本松遺跡 堀越・丁二本松 口 。 。 ｢横沢向田遺跡･堀越丁二本松遺跡･横
沢向山遺跡・茂木二本松遺跡」

。１用

横沢向山遺跡 横沢・向山 ◎ ◎ ｡ ｢横沢向田遺跡･堀越丁二本松遺跡･横
沢向山遺跡・茂木二本松遺跡１

1４ 

１５１新畑Ｃ地点遺跡堀越・新畑
１６１堀越中道遺跡堀越・中道

◎ ◎ｌ◎ ｜｢新畑ｃ地点遺跡」
◎｜「堀越中道遺跡」。 。’。

堀越乙関替戸遺跡 堀越・乙関替戸 ○ ｢堀越西一丁田遺跡・堀越乙関替戸遺
跡」

1７ 

１８１大胡町39号古城横沢・柴崎
１９１柴崎遺跡横沢・柴崎

｜「乙西尾引逝跡･西天神遺跡･柴崎遺跡」
◎｜「乙西尾引遺跡･西天神遺跡･柴1崎遺跡’

。

。

茂木二本松ilmM1 茂木・二本松 。 ｡ ｢横沢向田巡跡･堀越丁二本松遺跡･横
沢向山遺跡・茂木二本松遺跡」

別０

２１堀越甲真木辿跡堀越。甲真木

2２茂木米野道上遺跡茂木・米野道上◎

２３生協団地古戦堀越・甲真木

２４堀越五十山Ｄ地点遺跡堀越・五十山

２５堀越五十山Ｅ地点遺跡堀越・五十山◎

２６堀越五十山Ｃ地点遺跡堀越・五十山

２７堀越甲真木Ｂ地点遺跡堀越・甲真木。◎

２８殿町遺跡堀越・殿町

◎ 

｡ 

◎ 

◎１◎ 

。’◎

◎１◎ 

◎ 

◎｜「殿町遺跡’

養林寺頚1遺跡 堀越・殿町 ｢堀越丁二本松Ｂ地点遺跡･大胡神社前
遺跡・鍵林寺襲遺跡」

鵬Ｉ

３０１大胡城跡 河原浜・根古屋 。’◎ｌ「大胡町誌｣ほか

日光道東遺跡 河原浜・日光道
東

◎ ｢日光道東遺跡一。 ｡ ◎ ３１ 

３２浅見遺跡樋越・浅見

３３茂木大道下遺跡茂木・大道下

３４堀越古墳堀越・房関

３５堀越小此木遺跡堀越・小此木

３６天神遺跡茂木．天神

３７丁田城(稲煩属搬）樋越．六反知1

38~４０天神風呂juli跡茂木．天神風呂

４１中宮関遺跡大胡．中富関

４２上官関遺跡大胡．上宮関

○ ｡ 1浅見遺跡」

。’◎ ◎ 

｡ l大胡町誌｣ほか

ｃ
ｃ
 ◎｜「群馬県史資料編１△

｜｢大胡町誌」
｜「天神風呂辿跡」

｡ 

｡ 

。

:＋： 
｡ 

上大屋・樋越地区遺跡
群

上大屋、樋越 ｡ 。 Ⅱ上大屋・樋越地区遺跡群」4３ 

八ケミ子遺跡 上大屋・八ケミ
子

◎ ２１４ 

４５稲荷塚古墳上大屋・八ケ峰

４６足軽II1Jlii1i跡茂木．足軽IU

47梅沢遺跡茂木・梅沢
4８茂木諏訪束Ｂ地点遮跡茂木・諏訪東

◎ 

｢大胡町誌｣ほか｡ 

窯◎ 

茂木東小路・西小路古
墳群

茂木・東小路、
西小路

｡ 4９ 

５０１西小路遺跡

５１１上ノ山遺跡
５２１下宮関遺跡

茂木・西小路’○｜◎

茂木・上ノ山’○｜◎
大胡・下宮関’ 津

◎｜「西小路遺跡」
。ｌ「上ノ山遺跡」

上大屋中組遺跡 上大屋・中組 ＿◎ ｢上大屋下組遺跡･上大屋中組遺跡･上
大屋天宇山遺跡」

用1６

３ 

番号 遺跡名 所在地
内容

１日石器 細文 弥生 古墳 歴史 中世 近世
文献

横沢芳山iBl跡 横沢 芳山 ’○ ◎ 本書所収

横沢大塚遺跡 横沢． u緊五反田 ◎ ◎ 本書所収

西天神遺跡 滝窪 西天神 ｜◎ ◎ 乙西尾引過跡･西天神遺跡･柴崎遺跡」

乙西尾引遺跡 堀越 乙西尾引 ○ ◎ 乙西尾引遺跡･西天神遺跡･柴崎遺跡」

横沢芳l1lA地点遺跡 横沢 芳山 ◎ 

横沢芳山Ｂ地点逝跡 横沢 芳山 ◎ 

横沢新屋敷過跡 横沢 新屋敬 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 横沢新屋敷iml跡」

堀越丙二本松逝跡 堀越 丙二本松 ◎ ◎ 堀越芝山遺跡」

９ 堀越西一丁田遺跡 堀越 西一丁田 。 ◎ 堀越西一丁田迩跡・堀越乙関替戸道
ﾎ」

1０ 甲諏訪遺跡 堀越 甲諏訪 ｜◎ 甲諏訪遺跡Ｉ」

1１ 横沢城祉 横沢 内出 ◎ 大胡町誌」

1２ 横沢向田遺跡 横沢 向田 '。
◎ ◎ ｢横沢向田遺跡･堀越丁二本松遺跡･横

沢向山遺跡・茂木二本松遺跡」

1３ 堀越丁二本松遺跡 堀越 丁二本松 ○ 

'。
◎ ◎ ｢横沢向田遺跡･堀越丁二本松遺跡･横

沢向山遺跡・茂木二本松遺跡」

1４ 横沢向山遺跡 横沢 向山 ◎ ◎ ◎ ｢横沢向田遺跡･堀越丁二本松遺跡･横
沢向山遺跡・茂木二本松遺跡」

1５ 新畑Ｃ地点遺跡 堀越 新畑 ◎ ◎ ◎ 新畑Ｃ地点iili跡」

1６ 堀越中道iil1跡 堀越 中道 ◎ ◎ ◎ ◎ 堀越中道遺跡」

1７ 堀越乙関替戸遺跡 堀越 乙関替戸 ◎ 堀越西一丁田遺跡・堀越乙関替戸遺
m」

1８ 大胡町39号古城 横沢 柴崎 ◎ 乙西尾引逝跡･西天神遺跡･柴崎遺跡」

1９ 柴1崎遺跡 横沢 柴崎 ◎ ◎ 乙西尾引遺跡･西天神遺跡･柴1崎遺跡」

2０ 茂木二本松il』i跡 茂木 本松 ◎ ◎ ｢横沢向田巡跡･堀越丁二本松遺跡･横
沢向山遺跡・茂木二本松遺跡」

2１ 堀越甲真木巡跡 堀越 甲真木 ◎ 

2２ 茂木米野i首_ＢＢＩ跡 茂木 米野道上 ◎ ◎ 

2３ 牛協岡地古戦 堀越 甲真木 ◎ 

2４ 堀越五十山Ｄ地点遺跡 堀越 五十山 ◎ ◎ 

2５ 堀越五十山Ｅ地点遺跡 堀越 五十山 ◎ ◎ ◎ 

2６ 堀越五十山Ｃ地点遺跡 堀越 五十山 ◎ ◎ 

2７ 堀越甲真木Ｂ地点遺跡 堀越 甲真木 ◎ ◎ ◎ 

2８ 殿町遺跡 堀越 殿町 ◎ ｢殿町遺跡」

2９ 養林寺裏遺跡 堀越・殿町
､蕊H志iiii難i識;i遺跡大綱神社前

3０ 大胡城跡 河原浜・根古屋 ◎ ◎ 大胡町誌｣ほか

3１ 日光道東遺跡 河原浜・日光道
東

◎ ◎ ◎ ◎ 日光道東遺跡」

3２ 浅見遺跡 樋越・浅見 ◎ ◎ 浅見遺跡」

3３ 茂木大道下遺跡 茂木 大道下 ◎ ◎ ◎ 

3４ 堀越古墳 堀越 房関 ◎ 大胡町誌｣ほか

3５ 堀越小此木遺跡 堀越 小此木 ◎ 

3６ 天神遺跡 茂木 天神 ｜◎ ◎ ◎ 鮮馬県史資料編１」

3７ 丁田城(稲垣屋数） 樋越 六反jkHl ◎ 大胡町誌」

38～4０ 天神風呂ji1li跡 茂木 天神風呂 ◎ ◎ ◎ 天神風呂過跡」

4１ 中富関遺跡 大胡 中富関 ◎ ◎ 

4２ 上宮関遺跡 大胡・上宮関 ◎ 

4３ 上大屋・樋越地区遺跡
群

上大屋、樋越
'。

◎ ｢上大屋・樋越地区遺跡群」

坐 八ケミ子ｺﾞﾋﾞi跡 上大屋・八ケミ
子

◎ 

4５ 稲荷塚古墳 上大屋・八ケ峰 ◎ 

4６ 足軽町lii1i跡 茂木・足軽町 ｡ ◎ ◎ ｢大胡町誌｣ほか

4７ 梅沢遺跡 茂木 梅沢 ◎ 

4８ 茂木諏訪束Ｂ地点遺跡 茂木 諏訪東 ◎ ◎ ◎ 

4９ 茂木東小路・西小路古
墳群

茂木
西小

東小路、 ◎ 

5０ 西小路遺跡 茂木 西小路 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ｢西小路遺跡」

5１ 上ノ山遺跡 茂木 上ノ山 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ｢上ノ山遺跡」

5２ 下宮関遺跡 大胡・下宮関 ◎ ○ 

5３ 上大屋中組遺跡 上大屋・中組 ＿◎ ｢上大屋下組ｊｄｌｌ跡･上大屋中組遺跡･上
大屋天王山遺跡」



内容

旧石器縄文弥生|古墳|歴史|中世|近世
遺跡名 所在地 文 献番号

｢上大屋下組遺跡･上大屋中組遺跡･上
大屋天王山過跡」

上大屋天雫山巡跡 上大屋・天王山 。 ｡ 5４ 

５５樋越西前沖ii2l跡樋越・西前沖

５６樋越東前沖jiIll跡樋越・東前沖

５７茂木大日遺跡茂木．大日

５８稲荷窪Ｂ地点遺跡茂木．稲荷窪○．

５９諏訪東遺跡茂木・諏訪東◎

６０小林(三ツ屋)遺跡茂木・小林。◎

６１稲荷窪Ａ地点遺跡茂木・稲荷窪◎

６２大畑遺跡茂木・大畑０

６３山神遺跡茂木．山神ｃ

６４前橋東商業高校111t跡大胡．前山

。「上大屋・樋越地区遺跡群’

◎ 

。

◎１◎ 1稲荷窪Ｂ地点遺跡」

◎１。

。’。 ｢小林・山神・大畑遺跡」

｢稲荷窪Ａ地点遺跡」

｢小林・山iwll・大畑遺跡」

｢小林･山神･大畑遺跡｣｢茂木山神Ⅱ遺跡一

｢大胡町誌」

◎１。

。’。

○ 

上大屋下組遺跡 上大屋・下組 ｡ 。 園 ｢上大屋下組遺跡･上大屋中組遺跡･上
大屋天王山遺跡」

r術

◎は遺構が確認○は遺物のみ確認

第１図大胡町の遺跡

４ 

番号 遺跡名 所在地
内容

１日石器 縄文 弥生 古填 歴史 中世 近世
文献

5４ 

|上大慶天王山迩跡 上大屋・天王山 ◎ ◎ ｢上大屋下組遺跡･上大屋中組遺跡･上
大屋天王山遺跡」

5５ 樋越西前沖ii2l跡 樋越 西前沖 ◎ 「ｋ大屋・獅絨iIlbl医潰R１k群’

5６ 樋越東前沖iIll跡 樋越 東前沖 ◎ 

5７ 茂木大日遺跡 茂木 大日 ◎ 

5８ 稲荷窪Ｂ地点遺跡 茂木 稲荷窪 ○ ◎ ◎ ◎ ｢稲荷窪Ｂ地点遺跡」

5９ 諏訪東遺跡 茂木 諏訪東 ◎ ◎ ◎ 

6０ 小林(三ツ屋)遺跡 茂木 小林 ◎ ◎ ◎ ◎ 小林・山１１１１・大畑遺跡」

6１ 稲荷窪Ａ地点遺跡 茂木 稲荷窪 ◎ ◎ ◎ 稲荷窪Ａ地点遺跡」

6２ 大畑遺跡 茂木 大畑 ○ 小林・山iwll・大IMI|遺跡」

6３ 山神遺跡 茂木 山神 ｜◎ ◎ ◎ 小林･山神･大畑遺跡｣｢茂木山神Ⅱ遺跡」
6４ 前橋東商業高校illt跡 |大胡・前山 ○ 大胡町誌」

6５ 上大屋下組iR1跡 上大屋・下組 ◎ ◎ ○ 上大屋中組遺跡･上
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Ａ 
調査区の東方斜面変換点にあたるＮ～Ｐ

－４．５Ｇで早期撚糸文系の土器片が９点、

チャート製の石刃が１点、ブレーク２点、

礫３点が出土している。うち土器６点、石

刃１点を図示した。

出土した層位はいずれもⅦ層で黒色を呈

する軟質な黒ポク土からの出土である。

１．３．６は撚糸Ｒを縦位に施す口縁部

破片で､同一個体と思われ暗褐色を呈する。

胎土に微細な雲母および長石砂を混入す

る。施文はミガキの施された器面にしっか

り施される。２は撚糸Ｒを縦位に施す胴部

破片。胎士には長石砂を混入し茶褐色を呈

する。４は撚糸Ｒを縦位に施す胴部破片。

胎土に長石砂を混入し、淡褐色を呈する。

５は無文の口縁部破片で胎土には特徴的に

片岩を混入し、茶褐色を呈する。

７は基部欠損するチャート製の石刃で打

点部位を欠損する。２次調整は認められな

い。
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第２節遺構外出土遺物

舞死Ｔ－ “ 

本遺跡で当該期の遺構はなく、淡色黒ポ

ク士・撹乱等から出土したもので、スタン

プ型石器１点及び不明石器１点を図示し

た。
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耕作土

灰色土砂層。ラミナは認められず。

暗褐色土ロームプロック（Ｃ10～30mm程度)と

砂質土の混土。鹿の子状。

にぶい黄褐色土ロームプロック（C101n1n程度)混入。

（多量･不均質）

暗褐色土鹿の子状を呈するローム質土。やや締まり
弱。

黒褐色土下層に酷似するが締まりがやや弱い層。

灰白色微細軽石混入。（中量･均質）

黒褐色土灰白色微細軽石(上厨よりやや大)を多量に

混入。（均質）

暗褐色土７層から９層へのillii移圃。

ロームプロック（仏20mm程度)混入。

にぶい黄褐色土硬質なローム、黄白色軽石混入。
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第２表縄文時代早期遺物集中ケ所遺物観察表(第４図、PL-18）

露|取り上げ番号｜器種｜遺存状態|長さ｜幅｜厚さ|重量(9)｜石質｜傭 馨

(5.3）１．９１０．６１５．０１チャート｜打点部欠損石刃７１１０ 

<iilN雪＞
、.、L,～_＝

１ 
午､

２ 

ﾛ １０cｍ 

第５図縄文時代遺構外出土遺物

第３表縄文時代遺構外出士遺物(第５図、PL-18）

雛|取り上げ番号｜器種｜遺存状態|長さ’１wiil厚さ|重麺(9)石賀 考備

スタンプ型石器｜完形｜］1.7５，５１８．２１５２９．０閃緑岩１１表採

黒色安山岩(白
色風化）

完形不明石器 6.9 1.7 125-0 ３テストピット 10.5 ２ 

第２章平安時代の遺構と遺物

第１節第１号住居跡

本住居跡は、調査区の中央北よりのＧ・Ｈ－４．５Ｇ、標高229.2～229.4ｍ付近で検出された。平面

形は東西に長い隅丸の長方形を呈する。規模は東西3.6ｍ､南北2.8ｍを測る。主軸方位はＳ－８８ｏ－Ｅで、

ほぼ真東を示す。壁高は38～56cmを測る。周溝は北壁と西壁で確認され、幅30～45cm、深さ３～５cmを

測る。床面は南にやや緩く傾斜するが東西方向は平坦で、中央に堅繊面を有する。しかし、南壁際は乱

れる。ピットは床面で５本（Ｐ２～Ｐ６)、壁際で３本（Ｐ１・Ｐ７・Ｐ８）確認された。Ｐ３は平面形

Ｔ字状を呈するピットで中央付近に焼土が確認された。周辺から礫が出土しており、床面からの鉄製品

の出土等も考慮すると、Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５を含めて、鍛冶関連の遺構との想定もできる。

貯蔵穴は北東隅に付設され、長軸長40cm、短軸長32cm、深さ18cmを測る楕円形を呈する。

カマドは東壁中央やや南よりに付設され、燃焼部長99cm、燃焼部幅45cm、煙道部長26cmを測る。袖部

には扁平は礫が置かれ焼土粒子を混入する灰白色の粘土で築かれ、架梁部には35×17cmの燃焼部に落ち

込んだ状態で検出した礫が架けられていたものと思われる。煙道部の出口は土師器の長胴甕（８）によ

り構築される。

８ 

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚さ 電畳(ﾛ） 石質 備考

７ 1０ 石刃 (5.3） 1.9 0.6 5.0 チャート 打点部欠損

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ l11iil 厚さ 重簸(9) 石質 備考

表採 スタンプ型石器 完形 1１．７ 5,5 8.2 529.0 閃緑岩

３テストピット 不明石器 完形 1０．５ ６．９ 1.7 125.0 黒色安山岩(白
色風化）
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第１号住居跡･癒

１層暗褐色土灰白色粘土粒子多量混入(不均質)。焼土粒子微量点在。

２層灰褐色土灰白色粘土粒子多量(１層より多い)混入(均質)。ロームプロッ

ク（Ｃ10mm程度)微量点在。焼土粒子微避点在。､’ 
￣３層灰褐色土灰白色粘土ブロック（Ｃ10～20ｍ程度)･粒子(ともに多量)混入

（やや不均質)。焼土粒子微量点在。

４層灰褐色土３個に酷似。３層より明るい。焼土ブロック（③10mm程度）

少赴混入。焼土粒子少量混入(やや不均質)。

５層暗褐色土焼土ブロック（G10～20mm程度)不均質混入.

６層灰褐色土灰白色粘土粒子多量均質混入｡焼土粒子(微細)中量均質混入。

７層にぷい黄褐色土ロームプロック（G10～20mm程度)･焼土ブロック

（Ｃ20mm程度)とローム質土の混土。

８層暗褐色土ロームプロック（Ｃ10mm程度)と黒褐色土の混土。

２２９．門|、

１．５ｍ Ｕ 

第１号住居跡

１層黒褐色土灰白色軽石、黄白色軽石ともに多逓混入。（やや不均質）

２層黒褐色土１１両に酷似。１層より混入物の粒度が大きく、量がやや少ない。

３層暗褐色土１．２厨に酷似。２層よりさらに混入物の量が少なく、さらに明るい。

４層暗褐色土３１画に酷似。３層よりさらに明るい。ローム粒子、焼土粒子微避点在。

５層暗褐色土４１画に酷似。４層より混入物の且少ない。

６層暗褐色土ローム粒子中量均質混入。

７層にぷい黄褐色土ローム粒子多量均質混入。粒度が細かく揃う。

８層暗褐色土灰白色軽石、黄白色軽石少量混入（やや不均質)。

９層暗褐色土ローム粒子中量混入（やや不均質)。

10層にぷい黄褐色土ローム粒子多量混入（やや不均質)。

11層にぷい黄褐色土ロームプロック（Ｃ20ｍ程度)粒子の混土。

12層灰褐色土灰白色粘質土粒子を多量に混入。

13層暗褐色土灰白色粘質土粒子中量混入(やや不均質)。灰白色軽石、黄白色軽石とも

に少戯混入。焼土粒子、カーボン粒子ともに微量点在

14層暗褐色土灰白色粘質土中量混入。141iIlに酷似。１４層よりやや均質。

15層灰褐色土灰白色粘質土ブロック（Ｃ10～20mm程度)混入。やや不均質。

第６図第１号住居跡

9 
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第７図第１号住居跡出士逝物(1)
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第８図第１号住居跡出土遺物(2)

出土遺物はカマド周辺に集中し、燃焼部内及び南東部床面から高台付碗（１）、土師器・長胴甕

（８）、土師器･喪（10）が出土している。また、Ｐ３～Ｐ５周辺の床面から礫が出土、西方の床面から

鉄製品（17）が出土している。

墨書の施される椀が３点（３～５）出土するほか、鎌と思われる鉄製品（13～15)、折頭釘（16）をは

じめとする鉄製品の出土が特筆されよう。また、覆土中から2309の椀型淳、７４９の鉄塊系遺物が出土し

ている。

本住居跡の構築時期は、竈に使用された土師器・長胴甕等から９世紀後半に比定できる。

第４表第１号住居跡出土遺物観察表(第７．８図、PL-13）

図版
番号

器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

取り上げ番号 器種 泄存状態 法鋪 胎土・焼成 色調

1.10.11.髄覆土 高台付椀 ロ縁部一部欠 細砂．やや１ 灰褐色 ロクロ整形・高台貼り付け後口1５１

高5.2 酸化焔気味 無調整・内面炭火物付着

底7.5 良好

７．篭覆土 高台付椀 3／４ 細砂・酸化 灰褐色～２ ロ１３－７ ロクロ盤形・高台貼り付け後無

高3.5 焔気味良好 黒褐色 調盤

底5.8

駐眉目 高台付椀 底部片 底(6.3）弓 細砂。やや 灰褐色～ ロクロ整形・高台貼り付け後無

酸化焔気味 黒褐色 調整・内面墨書

良好

覆土 椀 ロ縁部片 細砂。やや 内外面墨懇４ 灰褐色

酸化焔良好

覆土 椀 ロ縁部１／３ ロ(13.7】 INH砂.やや 灰褐色～５ ロクロ整形・内外面墨書

高(3.6〕 酸化焔良好 黒褐色

７７ 

取り上げ番号 器種 辿存状態 法鼠 胎土・焼成 色調 器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

1,10,11,髄覆土 高台付椀 ﾛ縁部一部欠 口1５．１

高5.2

底7.5

細砂．やや

酸化焔気味

良好

灰褐色 ロクロ整形・高台貼り付け後

無調整・内面炭火物付着

７，篭覆土 高台付椀 ３／４ 口1E

高３．

底5．

細砂・酸化

焔気味良好

灰褐色～

黒褐色

ロクロ整形・高台貼り付け後無

調整

覆土 高台付椀 底部片 底(6.3） 細砂.やや

酸化焔気味

良好

灰褐色～

黒褐色

ロクロ整形・高台貼り付け後無

調整・内面墨瞥

覆土 椀 ロ縁部片 細砂。やや

酸化焔良好

灰褐色 内外面墾譜

覆土 椀 ロ縁部ｌ／３ ロ(13.7）

高(3.6）

細砂.やや

酸化焔良好

灰褐色～

黒褐色

ロクロ整形・内外面墨書



器形・成形。整形・
文様の特徴・備考

図版
番号

遺存状態 法量 胎土・焼成 色調取り上げ番号 器種

微細砂・還 灰白色 灰釉陶器底部片 ロ(2.3）高台付椀寵彊目

Ａ
０
 

Ｐ
Ⅱ
 

底(7.0） 元焔良好

ロクロM膣形・高台貼り付け後底部のみ 細砂・酸化 灰褐色～高台付椀 高(1-3〕覆土７ 

無調整・内黒底7.0 焔気１床良好 黒褐色

燈褐色～ ロ縁<の字・外面へラけずり土師器・瓢 口縁部1111部1/２ 細砂・酸化3,8,14,術職十 口1９－８Ｒ 

内面なで・外面口縁部輪積痕有底部欠拙 高(21.5） 焔良好 茶褐色

胴(21.8】 、

茶褐色 ．の字口縁ロ縁部～胴部 口(18.1〕 細砂・酸化覆土、寵彊士 土師器・麺

『
●
収

中下位１／４ 高(15.7） 焔良好

胴(19.0）

．の字ロ縁・外面へラけずり.ロ縁部１／３ ロ(12.2） 細砂・酸化 茶褐色窪１０ ２ 

焔良好 内面へラなで高(4.2）

覆土、寵溜Ｉ土 土師器・喪 口縁から胴部 ロ(18.8】 細砂・酸化 燈褐色～ ．の字ロ縁・外面へラけずりl］ 

上位１／４ 高(9.2） 焔良好 茶褐色 内面へラなで・外面指あて

口縁部片 細砂・酸化 茶褐色～ ．の字ロ縁・外面へラけずり綴目日 翌1２ 

焔良好 黒褐色 口唇部炭化物付着

図版
番号

器種 逝存状態 長さ 幅 厚さ 電気(jz1 備 考取り上げ番号

鎌 完形 2個体撹濁目 ３１ 4８２ i層 ６４ ０３ 

(4.6） (3.3） (2.1） 駐潟目 鎌 1３８ 1４ 

覆土 鉄製品(鎌？） (3.6） (2.3〕１５ ｑ８ ４３ 

折頭釘 (5.8） 1-0 0.6 6-6 l脂 112 

鉄製品 (5.5） 
(3.7） 

2点蕊接合せず1３ 0.6 
1.1 

0.5 

0-7 

3.6 

2.9 

1７ 

覆土 鉄製品 (5.2】 1.4 1.1 8.6 1Ｒ 

覆土 鉄製品 (3.3） 1９ 1.］ 0.6 ３－９ 

第２筋第２号住居跡

本住居跡は、調査区の中央北よりのＨ・Ｉ－４Ｇ、標高228.7～229.1ｍ付近で検出された。平面形は

南北に長い隅丸の長方形を呈する。規模は東西2.5ｍ､南北3.2ｍを測る。主軸方位はＮ－７５ｏ－Ｅである。

壁高は14～52cmを測る。周溝は北壁の一部で確認され、幅40cm程度、深さ４cm程度を測る。床面は南に

やや緩く傾斜し、東西方向は中央部がやや高まる。中央南より・カマドの前面に堅織面を有する。ピッ

トは床面で１本（Ｐ１）北東隅に確認された。長軸長67cm、短軸長55cm、深さ20cmを図る。貯蔵穴の可

能性もある。Ｐ２は土層断面の確認から本住居跡より後出のものと判断する。

貯蔵穴は南東隅に付設され、軸長30cm、深さ27cmを測る円形を呈する。東の壁よりで－部オーバーハ

ングし、北西方にはやや乱れた方形の一段浅い掘り込み（50×60cm、深さ16cm）を有する。

カマドは東壁南隅よりに付設され、燃焼部長72cm、燃焼部幅50cm、煙道部長35cmを測る。左袖部には

礫が置かれ焼土粒子を混入する灰白色の粘土で築かれる。煙道部の出口は土師器の長胴甕（８）により

構築される。

Z２ 

取り上げ番号 器種 遺存状態 法量 胎土・焼成 色調
器形・成形。整形．
文様の特徴・備考

覆土 高台付椀 底部片 口(2.3）

底(7.0）

微細砂・

元焔良好

還 灰白色 灰釉陶器

覆土 高台付椀 底部のみ 高(1.3）

底7.0

細砂・酸化

焔気１床良好

灰褐色～

黒褐色

ロクロ雌形・高台貼り付け後

無調整・内黒

3,8,14,甑覆土 土師器・蕊 口縁部胴部1/２

底部欠損

口1９．８

高(21.5）

胴(21.8）

細砂・酸化

焔良好

燈褐色～

茶褐色

口縁<の字・外面へうけずり・

内面なで・外面口縁部輪積痕有

り

覆土、寵覆土 土師器・護 ロ縁部～胴部

中下位１／４

口(18ユ）

高(15.7）

胴(19.0）

細砂・酸化

焔良好

茶褐色 ．の字口縁

1０ ２ 饗 口縁部１／３ ロ(12.2）

高(4.2）

細砂・酸化

焔良好

茶褐色 ．の字ロ縁・外面へラけずり.

内面へラなで

1１ 覆土、寵騒土 土師器・喪 |口縁から胴都
上位１／４

口(18.8）

高(9.2）

細砂・酸化

焔良好

燈褐色～

茶褐色

．の字ロ縁・外面へラけずり.

内面へラなで・外面指あて

1２ 覆土 饗 口縁部片 細砂・酸化

焔良好

茶褐色～

黒褐色

．の字ロ縁・外面へラけずり

口唇部炭化物付着

図版
番号

取り上げ番号 器種 逝存状態 長さ 幅 厚さ 電気(jz） 備考

1３ 覆土 鎌 完形 6.4 3.1 0.3 4８．２ 2個体

1４ 覆土 鎌 (4.6） (3.3） (2.1） 13.8 

|嘔 覆土 鉄製品(鎌？） (3.6） (2.3） '0８ ４．３ 

1６ 1２ 折頭釘 (5.8） 1.0 |ｑ６ ６．６ 

1７ 1３ 鉄製品 (5.5） 
(3.7） 

0.6 

1.1 

０．５ 

０．７ 

３．６ 

２．９ 
2点、接合せず

|哩 覆土 鉄製品 (5.2） 1.4 １．１ ８．６ 

1９ 覆土 鉄製品 (3.3） 1.1 0.6 ３．９ 



出土遺物はカマド周辺に集中し、煙道部から燃焼部内に流れ込むように土師器・長胴甕（７．８．１０）

及び椀（６）、高台付椀の底部破片が出土している。また、Ｐ１の西端床面から小型の長頸壺(16）が出

土、東壁よりの中央床面から菰編石(17)が出土している。また、覆土中から1809の椀型淳、３４９の鉄
塊系遺物が出土している。

本住居跡の構築時期は、竈に使用された土師器・長胴甕から９世紀後半に比定できる。
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第２号住居跡

１層黒褐色土灰白色軽石、黄白色軽石ともに中量混入（やや不均質)。
２層暗褐色土ローム粒子多量混入（やや不均質)。
３層暗褐色土２層に酷似。２層よりやや均質。

４層黒褐色土灰白色軽石、黄白色軽石ともに少量混入（均質)。

５層暗褐色土ロームプロツク（G10～20mm程度)粒子混入(やや不均質)。
６層黒褐色土１層に酷似。１層より混入物は少ない。

７層暗褐色土ロームブロツク（○20mm程度)微量点在。焼土粒子微量点在
８層灰褐色土灰白色粘土粒子多量混入。

９層暗褐色土ローム粒子多量混入。焼土粒子微量点在。
10層にぶい黄褐色土ロームプロック（Ｃ10mm程度)粒子多量混入。
11層暗褐色土混入物は少なく、粒土が細かく揃う。焼土粒子微量点在。
12層黒褐色土１１層に酷似。１１層より暗く砂質。

13層暗褐色土ローム粒子(やや暗色化した）多量混入（均質)。
14層暗褐色土ロームプロツク（⑫10mm程度)粒子混入(やや不均質･中量）
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、 228.9Ｄ’ 第２号住居跡･寵

１層黒褐色土灰白色軽石、ローム粒子(ともに中量）混入(やや不均質)。
焼土粒子(少量）混入(不均質)。

２層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子(ともに中量）混入(やや不均質)。
焼土粒子(微量)点在。土師器片多量包含。

３層灰褐色土焼土粒子(中量）混入(均質)。

４層灰褐色土３層に酷似。３層より粒度小さくより均質。

５層にぷい黄褐色土ローム粒子(多量)混入。（粒度小さく均質）
焼土粒子(少量）均質混入。

６層にぷい黄褐色土６層に酷似。６層よりさらに均質。より明るい。

、 １．５ｍ 

第９図第２号住居跡

Jr3 



記三三｣ニマ=ノﾆフ
、

＜三三重 〒ニーー 、」

［、や

３ 

２ 

） 
← 

１ 
１＝=二Ｆ＝３

、 ／ 

５ ６ 

４ 

:､Ｃ〈貢､１

‐ﾚｰｰｰｰｰｰｰｰｳﾞ 
､殉〃

、－－

Ⅲ 

＝鈩伊一一句Ⅱ

ｑ 

}-~~----ｙ 
涼一一一一戸一〈

■￣凶一一

､､（ 

へ

曇三三 § 
１０ 

1２ 

１１ 

ロ １０cｍ 

第10図第２号住居跡出土遺物(1)
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第11図第２号住居跡出土遺物(2)

第５表第２号住居跡出土遺物観察表(第１０．１１図、PL-14）

図版
番号

器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

取り上げ番号 遺存状態器種 法量 胎土・焼成 色調

高台付椀 l／３ １ ５ ロ(12.8） 細砂。やや 灰褐色～ ロクロ整形.付高台。外面墨書

高5.Ｃ 酸化焔気味 黒褐色

底6.3 良好

覆土 高台付椀' 1／３ 高(3.4） 細砂・酸化 淡褐色～ ロクロ整形・高台貼り付け後無

底6.4 焔気１床良好 黒褐色 調盤

覆土 高台付椀： 1／３ 高(3.4） 細砂・二次 淡褐色～ ロクロ腱形・高台貼り付後無調

底(6.5） 焼成土粒． 黒褐色 盤

やや酸化焔

気1床良好

晶蜀： 高台付椀 底部のみ４ 高(2.1） 細砂．やや 灰褐色～ ロクロ整形・高台貼り付け後無

底5.6 酸化焔気味 黒褐色 調製

覆土 高台付･椀 底部のみ５ 高(1.0） 細砂・二次 灰褐色 ロクロ雌形・高台貼り付け後無

底6.0 焼成土粒． 調蝿

良

覆土 坏

公
０

２／５ ロ(12.1)高3.6 細砂・還元 灰褐色～ ロクロ整形・糸切り後無調轄

底5.0 焔気味良好 茶褐色

1５ 

取り上げ番号 器種 遺存状態 法量 胎土・焼成 色調 器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

５ 高台付椀 1／３ 口(12.8）

高5.0

底6.3

細砂.やや

酸化焔気味

良好

灰褐色～

黒褐色

ロクロ整形.付高台。外面墨書

覆土 高台付椀 1／３ 高(3.4）

底6.4

細砂・酸化

焔気１床良好

淡褐色～

黒褐色

ロクロ整形・高台貼り付け後無

調盤

覆土 高台付椀 1／３ 高(3.4）

底(6.5） 次・焔二粒化好・土酸良砂成や味細焼や気
淡褐色～

黒褐色

ロクロ腱形・高台貼り付後無調

整

４ 覆土 高台付椀 底部のみ 高(2.1）

底5.6

細砂.やや

酸化焔気味

灰褐色～

黒褐色

ロクロ整形・高台貼り付け後無

調整

５ 覆土 高台付椀 底部のみ 高(1.0）

底6.0

細砂・二次

焼成土粒．

良

灰褐色 ロクロ雌形・高台貼り付け後無

調整

覆土 坏 2／５ 口(12.1)高3.6

底5.0

細砂・還元

焔気味良好

灰褐色～

茶褐色

ロクロ整形・糸切り後無調整



器形・成形・整形。
文様の特徴・備考

図版
番号

胎土・焼成 色調遺存状態 法迩取り上げ番号 器種

．の字口縁・外面指あて・外面茶褐色～粗粒長石口縁～胴部下位土師器・蕊 □１９－７ 4,10,20,22,25035, ７ 

粘土(焼成)付着砂・良好 黒褐色高(21.9）2／３．底部欠損3８，４１，４２．４３，４４，５２ 

胴(22.1）竃遥【土

外面へうけずり・内面なで．．粗粒長石 茶褐色～ロ縁部胴部土師器・翌 ロ18.7２，４，７，８，９，１２１ ８ 

黒褐色 の字ロ縁，指あて砂・良好2/３.底部欠損 高(24.8）13.14.15.16,18.22, 

胴21.123,27,28,29,31,34, 

35.37.40,43,44,52, 

覆土、竃覆土

．の字口縁・外面へラけずり茶褐色口(17-5)高(5.7） 細粒長石口縁部１／２土師器・霧

『
０
ｍ 4７ 

砂・良好

外面へうけずり・内面へラな粗粒長石 茶褐色～口(20.2)高(6.4）口縁部ｌ／４土師器・饗39．覆土１０ 

砂・良好 黒褐色 で・指あて

外面へうけずD・内面なで口(20.9)高(7.1） 粗砂・良好 茶褐色1]縁部１／４土師器・蕊覆土1１ 

茶褐色～ 外面へうけずD・内面なで細砂・良好ロ縁部片45,覆土 塾？1２ 

黒褐色

茶褐色～ 外面へうけずり・内面なで細粒長石頚部～胴部片48.覆土 霊l腸

砂・良好 黒褐色

燈褐色～ 外面へうけずり・内面へラな細砂・良好底部片 高(2.4)底(5.7）土師器・蕊覆土1４ 

で．外面粘土(焼成)付着黒褐色

外面たたき・内面けずり細砂・長石 暗灰色須恵恵・大墾 胴部片覆土１５ 

砂・還元焔

良好

ロクロ整形・高台けずり出し.暗灰色口(4.4)高11.5底 細砂・細粒ロ縁部一部欠小型長頸壼50.覆土1６ 

ロクロヘラけずり.須恵質・自長石砂・遇4.2頸2.6胴8.7

然釉着(－部発泡）元焔良好

図版
番号

伽 考幅 厚さ 軍侃(R） 石間巡存状態 長さ器種取り上げ番号

安山岩 すり面あり完形菰編石 7-1 5.0 9８２０ 1７９ 4９ 1７ 

醜藷 考電最(R） 傭遺存状態 長さ 幅 厚さ取り上げ番号 器種

(2.2〕一部欠損環状鉄製品 Ｌ］ DiM-2 Ｐ２覆土 6.7 111 

第３筋鍛冶遺構

本遺構は、調査区の中央北よりのＣ・Ｄ－４．５Ｇ、標高229.7～230.0ｍ付近で検出された。平面形

は隅丸の正方形を呈する。規模は東西3.7ｍ、南北3.9ｍを図る゜主軸はＮ－２４ｏ－Ｗである。壁は27～５０

cmを測り、北壁が45゜程度の立ち上がりを呈するが、他の３壁はやや緩やかな立ち上がりを呈する。周

溝は北壁及び東西壁の一部で確認され、幅50～62cm、深さ２～３cmを測る。床面は主体部を除くとやや

中央に向かって緩やかに窪む。ピットは13本確認された。Ｐ１・Ｐ９～13は炉主体部に関連する土坑及

びピットと思われる。

Z６ 

取り上げ番号 器種 遺存状態 法迅 胎土・焼成 色調
器形・成形・整形。
文様の特徴・備考

4,10,20,22,25,35, 

38,41,42,43,４４０５２ 

竈覆土

土師器・護 口縁～胴部下位

2／３．底部欠損

口1９．７

高(21.9）

胴(221）

粗粒長石

砂・良好

茶褐色～

黒褐色

．の字口縁・外面指あて・外面

粘土(焼成)付着

２，４，７，８，９，１２， 

１３，１４，１５，１６０１８,22, 

23,27,28,29,31,34, 

35,37,40,43,44,52, 

覆土、竃覆土

土師器・饗 ロ縁部胴部

2/３.底部欠損

口18.7

高(24.8）

胴21.1

粗粒長石

砂・良好

茶褐色～

黒褐色

外面へうけずり・内面なで．．

の字ロ縁，指あて

4７ 土師器・蕊 口縁部１／２ 口(17.5)高(5.7） 細粒長石

砂・良好

茶褐色 ．の字ロ縁・外面へラけずり

1０ 39,覆土 土師器・饗 口縁部ｌ／４ 口(20.2)高(6.4） 粗粒長石

砂・良好

茶褐

黒褐

色～

色

外面へうけずり・内面へラな

で・指あて

1１ 覆土 土師器・饗； I]縁部１／４ 口(20.9)高(7.1） 粗砂・良好 茶褐色 外面へうけずp・内面なで

1２ 45,覆土 饗？ ﾛ縁部片 細砂・良好 茶褐色～

黒褐色

外面へうけずD・内面なで

1３ 48,覆土 甕 頚部～胴部片 細粒長石

砂・良好

茶褐

黒褐

色～

色

外面へうけずり・内面なで

1４ 覆土 土師器・蕊 底部片 高(2.4)底(5.7） 細砂・良好 燈褐色～

黒褐色

外面へうけずり・内面へラな

で．外面粘土(焼成)付着

1５ 覆土 須恵恵・大誕 胴部片 細砂・長石

砂・還元焔

良好

暗灰色 外面たたき・内面けずり

1６ 50.覆土 小型長頸壷 ﾛ縁部一部欠 口(4.4)高11.5底

4.2頚2.6胴8.7

細砂・細粒

長石砂・還

元焔良好

暗灰色 ロクロ整形・高台けずり出し.

ロクロヘラけずり.須恵質・自

然釉着(－部発泡）

図版
番号

取り上げ番号 器種 巡存状態 長さ 幅 厚さ 重掃(R） 石賀 備考

1７ 4９ 菰編石 完形 1７．９ 7.1 5.0 982.0 安山岩 すり面あり

図版
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚さ 電最('z） 備考

1８ Ｐ２覆土 環状鉄製品 一部欠損 6.7 (2.2） 1.1 2２．２ 
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鍛冶遺構

１層灰褐色土圃Ａｓ－Ｂ層。ブロック化している。

２層暗灰褐色土lFiAs-Bを多量に混入する黒褐色土。

灰白色軽石微量点在。不均質。

３層黒褐色土個灰白色軽石、黄白色軽石ともに少量混入。

（やや不均質）

４層黒褐色土屈３層に酷似。３層より混入軽石の粒度大きく、やや量も多い。

５層暗褐色土１画灰白色軽石中量均質混入。ローム粒子中量均質混入。

６層暗褐色土圃５屑に酷似。５層よりローム粒子の量がやや多く、やや明る

い。

７層暗褐色土圃ロームプロツク（Ｇ５～10mm程度)粒子均質混入(中量)。

８層暗褐色土層ローム粒子多量均質混入。

９層黒褐色土圃ローム粒子多量混入(やや不均質)。焼土粒子少量混入。

10層黒褐色土層９層に酷似。鉄塊系遺物少戯混入(不均質)。

11層暗褐色土層ローム粒子中量混入(やや不均質)。

12層暗褐色土働ローム粒子多量混入(不均質)。焼土粒子微量点在。

13層にぶい徴褐色土厨ロームプロック（○５～10mm程度)粒子ともに多赴混入

（不均質)。

14層にぷい識褐色土層ローム粒子中量混入(やや不均質)。

15層にぶいiMi褐色土屑ソフトなローム土(やや不均質)。２次堆積。

16層暗褐色土圃粒度の小さい灰白色軽石、少賦均質混入。

17層暗褐色土層１６厨に酷似。１６層よりやや明るい。

第12図鍛冶遺構

Ｚ７ 
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５層にぷい黄褐色土［Ｃ］ロー

ムプロック（仏５mm程度)･ローム
鍛冶遺構

１層黒褐色土灰白色軽石

(少量)混入(均質)。

２層暗褐色土ローム粒子

(少量)混入(均質)。焼土

粒子(微量）点在。

３層暗褐色土ローム粒子

(中量)混入(均質)。焼土

粒子、カーボン粒子(少量）

混入(やや不均質)。ロー

ムプロック（Ｃ10mm程度）

(微量)点在。

４層黒褐色土灰白色軽石

(少量)混入(やや不均質)。

焼土粒子(微鑓)点在。

面

1工手（とも仁多;､、混入｡

(やや不均質)。

６層暗褐色土上層に酷似す

がさらに不均質で明るい。

７層にぷい黄褐色土ローム

ロック（Ｃ10mm程度)･ローム粒

子(ともに多戯)混入。（不均質）

８個黒褐色土(Ａ）灰白色軽

ローム粒子(ともに中量）

混入。焼土粒子･カーボン粒子

(ともに少餓）均質混入。

言。

ZＬ 

討
竺
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子(ともに多湿)混入。

８画黒褐色土(Ａ）

１
－
●
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９層灰褐色土ローム粒子・

一ボン粒子(ともに多量）均質

混入。

10層暗褐色土ローム粒子・

一ボン粒子(ともに中量）混入

(やや不均質)。

11層暗褐色土(Ｂ）ローム粒

(中量)均質混入。カーボンブ
ロック（Ｃ５mm程度)微量点在

蕊蝋鑿!』慾
13層黒褐色土ローム粒子混’

(やや不均質)。

14屑暗褐色土ローム粒子･鉄

津混入（やや不均質)。

15個にぶい黄褐色土ロームワ

ロック（G10～20ｍ程度)･ロ
ーム鈴子(シ＊､に多量）混入へ

影影

上

12層暗褐色土ローム粒子(多

量)混入(不均質)。カーボン粒

子･焼土粒子(ともに少量)混入

(不均質)。

Ｂ 

焼土粒子(微in）点在。

16層にぷい黄褐色土ロームプ

ロツク（Ｃ５～20mm程度)多量

混入（やや不均質)。

２３０.ＯＦＩ’ 
に

2２９．８Ｅ’ Ｆ 

第13図鍛冶遺構主体部
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第14図鍛冶遺構出土遺物(1)
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第15図鍛冶遺構出土遺物(2)

出土遺物はＰ１内から高台付きの椀（１）・灰釉陶器・椀の破片（17）が、北部の床面から椀(11）が

出土している。金床石（19.20.21）及び羽口（22.27）以外の羽口はＰ４内から１点（26)、周溝内か

ら１点（24)、炉心部から破片として２点（29.33）出土しているが、それ以外は主体部中の鉄津と混在

して出土し廃棄の状況が窺える。

主体部は十字形を呈する配置をとる。炉心を北部中央に配置し、南端に向い不正形の掘り込みを施し、

第６表鍛冶遺構出土鉄津集計表

細遺物 微細遺物小 型遺物大型遺物

鍛造薄片
+砂鉄

その他鉄＋
鍛造薄片

鉄塊系
遣物

計鍛造NMi片 その他棒流動津 湯玉その他樺椀型津 流動樺区割り遺構

電儲(又） 竜量(質） 震護HIYO重量(,』 童量OE1重量(PＯ 軍量(Ｒ］ 塵麓K⑤Ｉ重畳(R］ 重量(9)重量(]。

5.319 10.470 747 Iu8H 361 １３Ｒ 311 456 215 土坑部 Ａ 447 1,877 

957 3.700 9.034 208 418 1,214 zＲ 543 982 HｌＨ６ Ａｊ 757 

382 1８０ 1,795 6７ 201 9９ 1５６ 箙東土坑下屑 360 １３１ 1６４ 

9,199 2１．２９９ 2.162 2,128 1,060 401 IH916 士坑計 813 1５２ 1368 3.220 

1,101 4.046 １２６ 847 ;bH6 307 詔5１ ､ 作業場Ａ 4０７ 5Pu５ lＢ 

1.278 llC 51M６ 1９ 3６ 21510 、 論217 1２ Ｂ’ 4３ 

5,324 686 1.636 1６２ 1０９７ 、 363 市作業場Ａ計 792 粥450 

師 Bi2l8 ]４ 4２ 10 １ ５ 

Ｕ
石 Ｉ 作業場Ｂ 能回 【０

Ｕ 694 715 、 Ｕ 10 ０ 【０U Ｃｌ 【０ 2］ 

943 4２ IH8辺’１ 1４ 作業場Ｂ計 ､ 1０ 鵬 § 0 Ｐ 

6,750 1,233 1.198 1,918 109 61016 ⅡＩ 478 607 514 炉心部 1日 387 

ﾛ 0１ １４７ 6 [0 ０ １０ 、118 鵬、， [0 

1.967 6m 別０紬 7７ 476 9６ ０ ２１２ 4３ 21516 Ｄ,】

7９ 9４ 10 0 ２ １ ２ Ｕ 0１ Ｈ 、''１ ０ 

2７ Ｕ 0 Ｕ 10 0 10 １０ 炉心 2７ {０ 0１ 

2.057 8,985 385 1,719 1.879 819脇 179 炉心部計一 639 【０430 1.005 

1,771 1,729 1５，３７７ 1４０ 357 1,415 362 1.840 南部鉄津周辺（Ｅ） 1,056 1,041 ５，齢

1５，４０５ 51,928 6,407 6.506 3.965 m9I6 1,705 計 2.564 514 7,914 6.152 

１０ 1３．７９７ Ｕ 【０ ０ '0 １ 士 1,994 0 腹覆 8613 3,189 

2０ 

遺構 区割り

大型遺物

椀型津 流動津
鉄塊系
遺物

その他騨

重量(]E） 重畳(R） 重量(｣ﾛ。 重量(9)

小 型遺物

流動津 湯玉 鍛造iMi片 その他縢

重量(貝） 重量(質） 重量(lz） 重量(｣E）

細遺物

その
鍛造

他鉄十
薄片

重儲(又）

微細遺物

鍛造薄片
+砂鉄

粛量(質）

計

重畳(質）

土坑部 Ａ 

Ａ， 

東土坑下層

土坑計

447 

757 

164 

1368 

1,877 

983 

360 

3,220 

456 

226 

131 

813 

2５ 

２８ 

９９ 

152 

361 

543 

156 

1,060 

138 

208 

５５ 

４０１ 

311 

418 

６７ 

７９６ 

７４７ 

１，２１４ 

２０１ 

２，１６２ 

789 

957 

382 

２，１２８ 

５，３１９ 

3,700 

１８０ 

9,199 

1０，４７０ 

9,034 

１，７９５ 

2１，２９９ 

作業場Ａ Ｂ 

ＢＩ 

作業場Ａ計

407 

４３ 

４５０ 

５７５ 

２１７ 

７９２ 

5１ 

１２ 

６３ 

307 

５６ 

３６３ 

5６ 

１９ 

７５ 

126 

３６ 

１６２ 

847 

250 

1,097 

576 

110 

686 

１，１０１ 

５３５ 

1,636 

4,046 

1,278 

5,324 

作業場Ｂ ｃ 

ｃ， 

作業場Ｂ計

5８ 

２１ 

７９ 

1０ 

０ 

１０ 

1４ 

０ 

１４ 

4２ 

０ 

４２ 

9０ 

694 

784 

228 

715 

943 

炉心部

炉

Ｄ 

Ｄ， 

Ｄ,， 

， 

■￣￣－－－－面

、，】

JLI 

炉心部計

387 

4３ 

430 

607 

118 

253 

2７ 

1,005 

514 

2９ 

９６ 

639 

■一二■】０．０’０－０『０］０』『二『『■ｎ口『『
再一『。

⑤■■ 。■■ ８’０－２－２－０－２ ７一－１．・・９４一－２－－－６『』■』■【】』』』『』』』■⑬一『■一一一・一一
109 

6９ 

179 

306 

7７ 

385 

1,233 

476 

1０ 

1,719 

1,198 

681 

1,879 

１，９１８ 

6０ 

７９ 

2,057 

6,750 

１４７ 

１，９６７ 

9４ 

２７ 

８，９８５ 

南部鉄淳周辺（Ｅ） 5666 1,056 1,041 362 1,840 140 357 1,415 1,771 1,729 1５，３７７ 

計 ７，９１４ 6,152 2,564 514 3,965 796 1,705 6,407 6,506 15,405 51,928 

*覆土 8613 3,189 1,994 1３，７９７ 
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第７表鍛冶遺構出土遺物観察表(第14～17図、PL-15～17）

図版
番号

器形・成形・整形。
文様の特徴・備考

取り上げ番号 器種 過存状態 法量 胎土・焼成 色調

高台付椀 完形 粗粒長石1 Ｉ 淡褐色～ 内面墨樽・高台貼り付け後へけ■'1４０ 

高5.7 砂・酸化焔 黒褐色 ずり

底6.7 気味良好

覆土

岸
曲

坏 2／３ 口(12.7】 粗粒長石 淡褐色～ 内面墨書｢其｣か?･外面へラずり

高3.75 砂・石英 黒褐色

底(5.8） 砂・良好

覆土 高台付椀 1／４ 口(14.4）;’ 細砂.やや 灰褐色～ ロクロ整形・高台貼り付け後

高4.9 酸化焔気味 黒褐色 無調整

底7.0 良

覆土 高台付椀 底部１／２ 高(2.2） 粗砂・酸化

冊
か

淡褐色～ 内面へラミガキ・ロクロ整形

底(7.7） 焔気味良 黒褐色 高台貼り付け後無調整

覆土 高台付椀 底部１／３ 高(2.2)底(6.5】 粗砂・良 灰伍５ 高台貼り付け後無調整

覆土 高台付椀 底部片

■
■
 細粒長石 灰角～黒 高台貼り付け後無調整・高台は

砂.やや塩 褐色 がれ宿｢り

化焔気味良

覆土 坏？ 底部片 長石砂・良 淡褐色～ 外面墨街は赤外線で写らず．ロ７ 

好 灰色 クロ盤形・糸切り後無調整

覆土 底部１／２ 高(2.5） 粗砂・良 灰色～黒

Ｑ
ｏ
 

－
Ｉ
 

ロクロ整形後無調整

底(5.9） 褐色

覆土 底部片 高(1.3〕 細砂・良 灰色～黒 ロクロ整形・糸切り後無調整

，
０
『

底(6.4】 褐色

1K渭目 坏 部１／２ 高(1.9） 細砂・良 灰色～黒 ロクロ整形・糸切り後無調整１０ 

底(6-3〕 褐色

15,覆土 坏 口縁部～体部 ロ(14.0） 細砂・良 灰褐色～ ロクロ整形1１ 

中位ｌ／２ 高(3.3） 黒褐色

Ｐ１覆土 椀 ロ織部片 細砂・良 灰褐色 内面津付着IUD 

覆土 椀 ロ縁部片 細砂・良 灰褐色～ 外面墨懇｢真｣か？1３ 

黒褐色

砲眉目 土師器・甕 口縁部片 璽母・良好 淡褐色～ 外面へうけずD・内面なで1４ 

黒褐色

底部１／４騒彊目 須恵器・小型壷 高(3.5） 長石砂・良 暗灰色1５ けずり出し高台

底(5.4） 好

覆土 椀 ロ縁部片 微細砂・良 淡灰色 灰釉陶器1６ 

好

椀 破片 微細砂・良 灰色 灰釉Mn器２ 1７ 

好

覆土 寵？ 破片 微細砂・良 灰色1８ 灰釉陶器

好

２９ 

取り上げ番号 器種 過存状態 法量 胎土・焼成 色調 器形・成形・整形。
文様の特徴・備考

高台付椀 完形 口14.0

高5.7

底6.7

粗粒長石

砂・酸化焔

気味良好

淡褐色～

黒褐色

内面墨響・高台貼り付け後へけ

ずり

覆土 坏 2／３ 口(12.7）

高3.75

底(5.8）

粗粒長石

砂・石英

砂・良好

淡褐色～

黒褐色

内面墨瞥｢其｣か?･外面へラずり

覆土 高台付椀 1／４ 口(14.4）

高4.9

底7.0

細砂.やや

酸化焔気味

良

灰褐色～

黒褐色

ロクロ整形・高台貼り付け後

無調整

覆土 高台付椀 底部１／２ 高(２

底(７ Ｊ１ ２７ 
粗砂・酸化

焔気味良

淡褐色～

黒褐色

内面へラミガキ・ロクロ整形

高台1Miり付け後無調整

覆土 高台付椀 底部１／３ 高(2.2)底(6.5） 粗砂・良 灰色 高台貼り付け後無調整

覆土 高台付椀 底部片 細粒長石

砂.やや塩

化焔気味良

灰色～黒

褐色

高台貼り付け後無調整・高台は

がれ有り

７ 覆土 坏？ 底部片 長石砂・良

好

淡褐色～

灰色

外面型街は赤外線で写らず．ロ

クロ確形・糸切り後無調整

覆土 底部１／２ 高(2.5）

底(5.9）

粗砂・良 灰色～黒

褐色

ロクロ整形後無調整

覆土 底部片 高(１

底(６ １Ｊ ３４ 
細砂・良 灰色～黒

褐色

ロクロ整形・糸切り後無調整

1０ 覆土 坏 部１／２ 高(］

底(（ Ｊｊ ９３ 
細砂・良 灰色～黒

褐色

ロクロ整形・糸切り後無調整

1１ 15,覆土 坏 口縁部～体部

中位ｌ／２

口(14.0）

高(3.3）

細砂・良 灰褐色～

黒褐色

ロクロ整形

1２ Ｐ１覆土 椀 ロ織部片 細砂・良 灰褐色 内面津付着

1３ 覆土 椀 ロ縁部片 細砂・良 灰褐色～

黒褐色

外面墨書｢真｣か？

1４ 覆土 土師器・霊 口縁部片 雲母・良好 淡褐色～

黒褐色

外面へうけずD・内面なで

1５ 覆土 須恵器・小型壷 底部１／４ 高(3.5）

底(5.4）

長石砂・良

好

暗灰色 けずり出し高台

1６ 覆土 椀 ロ縁部片 微細砂・良

好

淡灰色 灰釉陶器

1７ 椀 破片 微細砂・良

好

灰色 灰釉陶器

1８ 覆土 壷？ 破片 微細砂・良

好

灰色 灰釉陶器



図版
番号

幅 頂最(質） 石質 術 考逝存状態 長さ 厚さ取り上げ番号 器種

剥離面あり完形 粗粒輝石安山岩金床石 120000 2９０ 2３０ 1４１ １９ 1１ 

粗粒輝石安山岩 鮫打面あり金床石 完形 2５６ ２２用 1７－４ 14000」０川 1３ 

ガラス質津付･着完形 粗粒輝石安山岩金床石 １２６ l３ｊ９ 1１４ 鵬121102１ １２ 

先端部
内後

吸気部
内径

図版
番号

最大1幅 重量(四J 伽 考取り上げ番号 器種 過存状態 最大長

ほぼ完形 (15.7） (2.1） 2」 1234-0 羽ロ lＬｌ 鰯 Ｒ 

先端部1/２ (9.3） (7.8】 (2.0） (2.0） 覆土 羽ロ 1７０１０ 鵬

ほぼ完形 9-9 ２０ ２９ ８０８ｍ 羽ロ 1３－７ 2４ ４ 

ほぼ完形 (2.7） 覆土 羽ロ 9.： 2.7 Fl61m ＩＬ４ 砺

完形 2-0 羽ロ 9-5 ９７ ３－７ 5９２０ 躯

■
●
 

(2.1） 自然科学分析資料先端部のみ (10.6） 羽ロ 818 1８ 500-0 2７ 

床
Ｄ
ｖ

(2.3） 覆土 先端部のみ (6.3〕羽ロ 9-0 ２用 2３９０ 蹄

先端部のみ 【5-3） (2.3） 羽ロ 9-7 ２門 2７１１０ 鵬 6.7 

先端部片 (5.4） (8.1〕駐濁目 l３１Ｃ 羽口師

先端部片 (4.6） (7.6〕覆土 羽Ｐ 6０．０ 3］ 

破片 (8.7） 覆土 (5.7） 羽口 9９．０ 3２ 

先端部片 (7.7） (8.5） 羽口 1６６１０ 鵠 ６ 

先端部片 (2.9） (8.2） 魔掻目 羽ロ 5９－０ 3４ 

先端部片 (5.1〕 (5.8） 覆土 羽ロ 4７－０ 鞘

覆土 先端部片 (4.1〕 (5.5】羽ロ 53-0 3６ 

(7.2） (7.7） 覆土 破片羽ロ 134-0 3７ 

覆土 吸気部片 (ａ４） 【7.0】羽ロ 9００ RFI 

先端部片 (4.4） (2.8） 覆土 羽ロ3９ 2０１０ 

図版
番号

取り上げ番号 遺存状態 長さ 幅 厚さ 誼量(DJ 備 考器種

完形 自然科学分析資料．覆土 '亙冊型鉄製品 1０７ ３１ 3.1 １８３ｍ 4０ 

綴目目 刀子？ ５－６ Ｌ７ LIB １５－４ 4１ 

(4.2） 自然科学分析資料覆土 鋤先 (3.1） ２６ 4４．６ 4２ 

覆土 (3.2】 (3.0） 鋤先 ３１ 3３－４ 1烏

完形覆土 クサピ型鉄製品 2-3 1.9 0－９ 1６２ 4４ 

覆土 鉄製品 ２－２ 4.6 0.9 1６０ 4５ 

ほぼ完形 自然科学分析資料椀形津 1１４ 1０７ 2.6 2３４０ 4６ 1４ 

椀形淳 ほぼ完形 自然科学分析資料３９ 4７ ｉｎ １３］ 8-5 405-0 

２４ 

図版
番号

取り上げ番号 器種 逝存状態 長さ 幅 厚さ 重量(9) 石質 備考

1９ 1１ 金床石 完形 29.0 23.0 14.1 12000.0 粗粒輝石安山岩 剥離面あり

2０ 1３ 金床石 完形 25.6 22.3 1７．４ 14000.0 粗粒輝石安山岩 鮫打面あり

2１ 1２ 金床石 完形 1２．６ 1３．９ 1１．４ 2321.0 粗粒輝石安山岩 ガラス質津付着

図版
番号

取り上げ番号 器種 過存状態 最大長 最大1幅
先端部
内径

吸気部
内径

重量(虹） 術 考

2２ ８ 羽口 ほぼ完形 (15.7） 1１．１ 2.1 (2ユ） 1234.0 

2３ 覆土 羽ロ 先端部1/２ (9.3） (7.8） (2． (２ 0） 170.0 

2４ 羽口 ほぼ完形 1３．７ ９．９ 2． 808.0 

2５ 覆土 羽口 ほぼ完形 lＬ４ ９．３ ２． (２ 7） 861.0 

2６ 羽ロ 完形 9.5 9.7 2． 592.0 

2７ |， 羽口 先端部のみ (10-6） 8.8 (２ 1） 500-0 自然科学分析資料

2８ 覆土 羽ロ 先端部のみ (6.3） 9.0 ２． (2.3） 239-0 

2９ 6,7 羽ロ 先端部のみ (5.3） 9.7 ２．３ (2.3） 271.0 

3０ 覆土 羽口 先端部片 (5.4） (8.1） 131.0 

3１ 覆土 羽ロ 先端部片 (4.6） (7.6） 6０．０ 

3２ 覆土 羽口 破片 (5.7） (8.7） 99.0 

3３ ３ 羽口 先端部片 (7.7） (8.5） 166.0 

3４ 覆土 羽口 先端部片 (2.9） (8.2） 5９．０ 

3５ 覆土 羽口 先!il総K片 (5ユ） (5.8） 4７．０ 

3６ 覆土 羽口 先端部片 (4.1） (5.5） 5３．０ 

3７ 覆土 羽ロ 破片 (7.2） (7.7） 134.0 

3８ 覆土 羽ロ 吸気部片 (5.4） (7.0） 90.0 

3９ 覆土 羽ロ 先端部片 (4.4） (2.8） 20.0 

図版
番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚さ 重量(9) 備考

4０ 覆土 短冊型鉄製品 完形 10.7 3.1 ３.］ 183.0 自然科学分析資料

4１ 覆土 刀子？ ５ |皿 1５．４ 

4２ 覆土 鋤先 (３ ｊ １ (４ 2） 2.6 4４．６ 自然科学分析資料

4３ 覆土 鋤先 (３ 2） (３ O） 3.1 3３．４ 

4４ 覆土 クサピ型鉄製品 完形 0.9 1６．２ 

4５ 覆土 鉄製品 0.9 1６．０ 

4６ 1４ 椀形津 ほぼ完形 １１ 1０．７ 2.6 234.0 自然科学分析資料

4７ 1０ 椀形津 ほぼ完形 1３．１ 8.5 3.9 405.0 自然科学分析資料



これらを南北軸とし東西に直交する位置にそれぞれ１基の土坑（ＰＬＰ10）を配置する。また、炉心

の西には南北に長い歪んだ楕円形の浅い土坑（Ｐ９）を配置する。

炉心は中央に南北に長い（33×25cm）の楕円の掘り込みを施し、周りに緩やかな傾斜面をもつ不正形

のくぼみを配置、楕円の掘り込みからは南に１幅15cm、長さ20cmの溝状の掘り込みを施す。この溝状の掘

り込みの中心部は還元焔焼成され、青灰色を呈し硬質である。楕円の施設の東西には羽口（２２．２７）が

付設され、この２つの羽口を結ぶ延長軸線上の両外側に金床石（19.20）を置く。東の羽口の南から出

土した椀型津（46）は羽口を固定するための押さえに使用されたものと思われる。

炉心の南部の不定形の掘り込みには、椀型津をはじめとする鉄津が集中して出土した。

東側の土坑（Ｐ１）はやや角張った楕円形を呈し、長軸長108cm、短軸長92cm、深さ55cmを測る。西側

の土坑(Ｐ10)は歪な楕円形を呈し、長軸長82cm、短軸長50cm、深さ７cmを測る。炉心の西側の土坑(Ｐ

９）は南北に長い歪な楕円形で、長軸長86cm、短軸長58cm、深さ６cmを測る。

本遺構の構築時期は、出土遺物から９世紀後半に比定できる。

第４節土坑

土坑は鍛冶遺構・第１号住居跡・第２号住居跡の周辺に位置する。第２号士坑・第４号士坑以外から

の遺物の出土はないものの、覆土の状況等から第１号土坑から第７号土坑は同時期の土坑であり、出土

遺物から住居跡及び鍛冶遺構とほぼ同時期の所産と考えられる。

第１号土坑は鍛冶遺構の南東4.5ｍのＥ－３．４Ｇ、標高229.3ｍ付近で検出した。平面形態は円形で

径80cm、深さ４～９cmを測る。

第２号土坑は鍛冶遺構の東3.6ｍのＥ－４Ｇ､標高229.4ｍ付近で検出した｡平面形態は円形で径120cm、

深さ37～46cmを測る。覆土中より土師器・コの字口縁甕の破片（１）、灰釉陶器･椀（２）の破片が出土

している。また、椀型淳1059、流動津109、鉄塊系遺物２９が出土している。

第３号土坑は鍛冶遺構と第１号住居跡の中間地点やや東よりのＦ－４Ｇ、標高229.3ｍ付近で検出し

た。平面形態は円形で径100cm、深さ８～10cmを測る。

第４号士坑は第１号住居跡の南西3.6ｍのＦ・Ｇ－４Ｇ、標高229.0ｍ付近で検出した。平面形態は円

形で径120cm、深さ56～70cmを測る。覆土中より須恵器・甕の破片（１．４)、椀の破片（２．３)、羽口

片（５）、折頭釘（６）等が出土している。

第５号土坑は第２号住居跡の東2.7ｍのＪ－４Ｇ、標高228.6ｍ付近で検出した。平面形態は円形で径

94cm、深さ13～31cmを測る。

第６号土坑は第２号住居跡の東7.3ｍのＫ－４Ｇ、標高228.7ｍ付近で検出した。平面形態は南北に長

い玉子型で長軸長109cm、短軸長80cm、深さ12～15cmを測る。

第７号土坑は第６号士坑の東1.6ｍのＬ－４Ｇ、標高228.7ｍ付近で検出した。平面形態は円形で径７０

cm、深さ６～８cmを測る。

第８号土坑は調査区の東部Ｒ－３．４Ｇ、標高226.0ｍ付近で検出した。平面形態は楕円形で長軸長108

cm、短軸長84cm、深さ25～30cmを測る。

２５ 
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第２号土坑

１層黒褐色土灰白色軽石(多量)混入（ほぼ均質)。

２層黒褐色土灰白色軽石(少量)･ローム粒子(少量）
混入（均質)。へ－

３層暗褐色土ローム粒子(多量)混入。（やや不均質）

４層黒褐色土２１画に酷似。２層より混入物の粒度

小さい。

５層暗褐色土３１iWに酷似。３層より混入物の粒度

大きい。ロームプロック（仏40mm程度)微戯

点在。

第４号土坑

１層黒褐色土灰白色軽石(多量）混入(ほぼ均質)。

ロームプロック（G10～20ｍ程度〕微量点在。

２層暗褐色土ロームプロツク（G10～30mm程度）

ローム粒子(ともに少簸）混入(不均質)。

３層暗褐色土ロームプロツク（Ｃ20～30mm程度）

ローム粒子(ともに少遍)混入(不均質)。

４層にぷい黄褐色土ローム粒子(やや暗色化)を

多量混入(不均質)。
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第18図土坑
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第19図土坑出土遺物

第８表第２号土坑出土遺物観察表(第19図、PL-17）

図版
番号

器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

取り上げ番号 器種 遺存状態 法151 胎土・焼成 色調

覆土 土師器・蕊 ロ縁部片] 長石砂・良 淡褐色～ ．の字ロ縁

好 燈褐色

覆土 椀 ロ縁部片２ 微細砂・良 灰色 灰釉陶器

好

２７ 

取り上げ番号 器種 遺存状態 法澱 胎土・焼成 色調 器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

覆土 土師器・甕 ロ縁部片 長石砂・良

好

淡褐色～

燈褐色

．の字ロ縁

覆土 椀 ロ縁部片 微細砂・良

好

灰色 灰釉陶器



第９表第４号土坑出土遺物観察表(第19図、PL-17〕

器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

図版
番号

胎土・焼成 色調逝存状態 法鋪器種取り上げ番号

胴部外面たたき・胴部下位ロク黒色砂・良 灰色破片須恵器・饗覆土１ 

ｐけずり好

細砂・良好 灰褐色～ロ(13.1）ロ縁部片椀覆土２ 

黒褐色高(3.7）

粗粒長石砂 灰色～晴高台部片 高(2.3）須恵器・高台付覆土６ 

･良好 灰色底(6.8〕椀

粗粒長石砂 灰色～晴破片須恵器・饗覆土４ 

･良好 灰色

先端部
内径

吸気部
内径

図版
番号

重畳回 傭 考逝存状態 最大長 最大幅取り上げ番号 器種

破片覆土 １７m 羽ロ

項
勺

図版
番号

爾量(負） 備 考泄存状態 1隅 厚さ取り上げ番号 器種 長さ

完形折頭釘覆土 4-8 1.9 0.5 3.7 

摘
り

不明鉄製品７１覆土 ４２ 

第５節遺構外出士遺物

遺構外出土遺物は、椀２点（１．２)、墨書土器（３）、土師器・コの字口縁喪破片（４）、土師器・甕

底部破片（５）、須恵器・甕破片（６）、灰釉陶器・壷底部破片（７）を図示した。

Ｅｌノ二 色’：

に刃Ｚ〃
４ 

一」〕

－，－ 

８ １０cｍ ６ 

第20図平安時代遺構外出土巡物

麗閣

取り上げ番号 器種 遺存状態 法量 胎土・焼成 色調
器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

覆土 須恵器・甕 破片 黒色砂・良

好

灰色 胴部外面たたき・胴部下位ロク

ロけずり

２ 覆土 椀 ﾛ縁部片 ロ(13.1）

高(3.7）

細砂・良好 灰褐色～

黒褐色

覆土 須恵器・高台付

椀

高台部片 高(2.3）

底(6.8）

Ilfl粒長石砂

・良好

灰色～晴

灰色

覆土 須恵器・饗 破片 粗粒長石砂

･良好

灰色～晴

灰色

図版
番号

取り上げ番号 器種 逝存状態 最大長 最大幅
先端部
内径

吸気部
内径

重畳(頁） 備考

５ 覆土 羽ロ 破片 1７．０ 

図版
番号

取り上げ番号 器種 巡存状態 長さ 幅 厚さ 爾量(亘） 備考

覆土 折頭釘 完形 1.8 1.9 ０．５ 3.7 

覆土 不明鉄製品 ４．２ 



第10表遺構外出土遺物観察表(第20図、PL-18）

図版
番号 取り上げ番号 器形・成形・整形・

文様の特徴・備考
器種 遺存状態 法景 胎土・焼成 色調

表採Ｉ 椀 1／５ 口(13.5〕 細砂・還元 灰色～暗 ロクロ整形

高(4.8） 焔良好 灰色

表採２ 椀 ロ縁部１／４ ロ(13.8〕 細砂.やや 灰褐色～ ロクロ整形

高(4.6） 酸化焔気１床 暗褐角

良

表採３ 坏 破片 石英砂・酸 淡褐色 外面墨轡・内面内黒でみがき有
り化焔気味良

好

表採 土師器・甕４ ロ縁部片 粗砂・良 灰褐色～

暗褐色

表採５ 翌 底部１／２ 高(3.1） 長石砂・石 灰褐色～

底4.2 英砂・良 暗褐色

表採

凪
日

須恵器・甕 頚部片 長石砂・良 灰白色～

好 晴灰色

表採 灰釉陶器・瓶７ 底部１／８ 高(5.0)底(8.3） 良好 灰色 灰釉陶器・内面付着物有り

第４編横沢大塚遺跡
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第21図横沢大塚遺跡調香;区全体図

２９ 

遺存状態 法量 胎土・焼成 色調 器形・成形・整形・
文様の特徴・備考

表採 椀 1／５ 口(13.5）

高(4.8）

細砂・還元

焔良好

灰色～暗

灰色

ロクロ整形

２ 表採 椀 ロ縁部１／４ ロ(13.8）

高(4.6）

細砂.やや

酸化焔気味

良

灰褐

暗褐

色～

色

ロクロ整形

表採 坏 破片 石英砂・酸

化焔気味良

好

淡褐色 外面墨轡・内面内黒でみがき有
り

表採 土師器・甕 ロ縁部片 粗砂・良 灰褐色～

暗褐色

．の字ロ縁

５ 表採 翌 底部１／２ 高(3.1）

底4.2

長石砂・石

英砂・良

灰褐色～

暗褐色

外面へラけずり

表採 須恵器・饗 頚部片 長石砂・良

好

灰白色～

晴灰色

表採 灰釉陶器・瓶 底部１／３ 高(5.0)底(8.3） 良好 灰色 灰釉陶器・内面付着物有り

取り上げ番号 器種 遺存状態 法量 胎土・焼成 色調



第１章縄文時代の遺構と遺物

第１節土坑
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第22図縄文時代土坑
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第Ｊ１号土坑は南部の調査区Ｋ－３Ｇ･第２号墳の東約11ｍ、標高228.0ｍ付近で検出した。平面形態

は円形を呈し、径1.3ｍを図る゜断面形状はフラスコ型を呈し、深さ66～72cmを図る゜底面はほぼ平坦で

ある。

出土遺物は少なく、集合沈線を施す深鉢の口縁部破片（１）と単節縄文ＬＲを施す深鉢の胴部破片(2)、
スクレーパー（３）を図示した。

第Ｊ２号土坑は第１号墳の南東約５ｍのＪ・Ｋ－５．６Ｇ、標高229.0ｍ付近で検出した。平面形態は

南北に長い楕円形を呈し、長軸長2.0ｍ、短軸長1.6ｍを図る゜主軸方位はほぼ真北を示す。断面形状は

北側の一部でオーバーハングが認められ、深さＬ５～1.8ｍを図る゜底面はほぼ平坦であるが中央南寄り
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第23図縄文時代土坑出十遺物
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に径24ｃｍ・深さ30cm程のピットが存在する。また、ピットの南に近接して径20cm程の礫が出土し、やや

離れた西にも径20cm程の礫が出土している。形状から陥し穴と考えられる。出土遺物はなかった。

第Ｊ３号土坑は第２号墳の東部１－２．３Ｇ、標高228.0ｍ付近で検出した。平面形態は南北に長い楕

円形を呈するものと推定でき、長軸長２２ｍを図ろ。主軸方位はほぼ真北を示す｡断面形状は皿状を呈し、

深さ50cm程を図ろ。後代の風倒木痕により切られる。

出土遺物は遺物集中ヶ所出土の遺物との接合関係が認められる。１は波状口縁を呈する深鉢で胴部か

ら「<｣の字に屈曲し、口縁部にいたる器形を呈し単節縄文LRを施す。２は単節縄文LRを施す胴部破片。

３は単節縄文RLを施す胴部破片。４は単節縄文ＬＲを施す胴部破片。５は地文に単節縄文RLを施し、半

裁竹管による格子目の文様を描く口縁部破片。６は無文の胴部破片。

第11表第Ｊ１号土坑出土遺物観察表(第23図、PL-18）

図版
番号

傭 考石質幅 霞丘H園遺存状態 長さ 厚さ器種取り上げ番号

５．１１１０．３１０．９１５１．０｜黒色安山岩スクレーパーｌ完形３１覆土

第12表第Ｊ３号土坑出土遺物観察表(第23図、PL-18）

図版
番号

考価霞最(R） 石賀|ＩＭ 厚さ遺存状態 長さ器種取り上げ番号

４．７１８．３１０．５１１３．８１黒色安山岩スクレーパー完形７１覆土

第２節遺物集中ヶ所及び遺構外出土遺物

横沢大塚遺跡では、第１号墳の北西部及び第２号墳の東部・第Ｊ１号士坑と第Ｊ３号土坑の中間部の

２地点の淡色黒ポク土中から、当該期の遺物が集中して出土した。

１．２はともに内面に条痕が認められる口縁部破片。１の外面には単節縄文LRが認められる。３．５

は単節縄文RLを施す胴部破片。４は無節縄文Ｌを施す胴部破片。６は単節縄文RLを地文に施し､平行沈

線を横位に施す胴部破片。７は地文に単節縄文RLを施し、集合沈線を施す胴部破片。８は地文に無節縄

文Ｌを施し、集合沈線を横位に施す口縁部部破片。９は集合沈線を横位に施す口縁部破片。１０は集合沈

線を横位及び格子状に施す胴部破片。１１は集合沈線を施し、円形のボタン状の貼付文を有する波状口縁

部破片。１２は貝殻状の貼付文を有し、平行沈線を格子目状に施す口縁部破片。１３は突起を有し、結節浮

線文及び集合沈線を施す口縁部破片。１４は貝殻状の貼付文を有し、集合沈線を施された波状を呈する口

縁部破片。１５～22はいずれも集合沈線を施す破片。２３は刻み隆帯を横位に施し、下位に集合沈線を施す

口縁部破片。２４は浮線文を施す底部破片。２５は底部破片。２６は結節縄文を横位に施す胴部破片。２７は単

節縄文RLを地文に施し刻み隆帯を貼付する口縁部破片｡28は単節縄文ＲＬを施し､隆帯を貼付する胴部破

片。２９は口唇部下に刻み隆帯を２条施し、半裁竹管による集合沈線を施す口縁部部破片。３～25は前期

諸磯式期に、２６は中期初頭に、２９は後期堀之内式期に比定できよう。

雛９

図版
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚さ 電量(R） 石質 備考

覆土 スクレーパー 完形 ５．１ 10.3 ０．９ 5ＬＯ 黒色安山岩

図版
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ １幅 厚さ 電最(R） 石賀 備考

覆土 スクレーパー 完形 4.7 8.3 0.5 1３．８ 黒色安山岩
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第27図縄文時代出土遺物(3)石器(2)

第13表縄文時代出土遺物・石器観察表(第26.27図、PL-19）

図版
番号

取り上げ番号 器種 過存状態 長さ 幅 爾畳(,z）厚さ 石賀 備 考

南包含に 完形石鑑 黒色安山岩(白 平基無茎帥 2.3 Ｌ７ 0円 Ｌ６ 

色風化）

風倒木痕 石匙 完形 縦長3１ ２９ 1２ 黒曜石0.4 １２ 

2域周辺 打製石斧 完形 黒色安山岩 短冊躯 11.0 5-1 1６ 9９０ 

南包含層1４ 打製石斧 完形鵬 黒色安山岩 パチ伏８月 4-7 1.円 ５８_Ｃ 

南包含層2７ 打製石斧 完形 黒色安山岩3４ バチ伏9．９ 5-3 1.7 8６．０ 

南包含厨 打製石斧 完形3局 黒色安山岩(白1６．７ 5-8 短冊２仏 1９８．０ 

色風化）

南包含屑 打製石斧 一部欠損雛 黒色安山岩 短`冊１０.陽 4.0 1.4 6６．０ 

南包含層1６ 打製石斧 完形3７ 黒色安山岩9.4 4-1 短･冊1－４ 611.0 

南包含層６ 打製石斧 基部欠損雛 黒色安山岩 分銅型８．７ ６－８ 3-腸 １８７－０ 

3６ 

図版
番号

取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚さ 爾畳(,r） 石質 備考

3０ 南包含園 石鑑 完形 ２．３ 1.7 0.5 1.6 黒色安山岩(白

色風化）

平基無讓

3１ 風倒木痕 石匙 完形 2.9 1.2 0.4 1.2 黒曜石 縦長

3２ 2境周辺 打製石斧 完形 11.0 5.1 1.6 99.0 黒色安山岩 短冊

3３ 南包含層1４ 打製石斧 完形 ８．５ 4.7 1.5 5８．０ 黒色安山岩 パチ伏

3４ 南包含層2７ 打製石斧 完形 ９．９ 5.3 1.7 86.0 黒色安山岩 バチ伏

3５ 南包含層 打製石斧 完形 1６．７ 5.8 2.2 198.0 黒色安山岩(白

色風化）

短冊

3６ 南包含層 打製石斧 －部欠損 1０．２ 4.0 1.4 6６．０ 黒色安山岩 短`冊

3７ 南包含層1６ 打製石斧 完形 ９．４ 4.1 1.4 5１．０ 黒色安山岩 短`冊

3８ 南包含層６ 打製石斧 基部欠損 ８．７ 6.8 ３．２ 187.0 黒色安山岩 分銅型



図版
番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚さ 飯171oz】 石質 術 考

北包含層2２鵬 完形スクレーパー 3.2 ２１８ 0-7 5.5 チャート

北包含層２4０ スクレーパー 完形 ３円 Ｌ７ 0９ 黒色安山岩(白５－２ 

色風化）

北包含層144１ 完形スクレーパー 6.7 黒色安山岩(白５．０ 1.6 5８５ 

色風化）

北包含層4２ スクレーパー 完形 8Ｊ 9-6 黒色安山岩(白1６ 165-0 

色風化〕

南包含層1０4３ 先端部欠損スクレーパー (5.3） ４３ 1.2 ２９_Ｃ チャート

南包含層4４ 完形スクレーパー 5.0 黒色安山岩６５ Ｌ６ 4１．６ 

北包含層３4５ 完形スクレーパー ３６ ４－１ 0.9 黒色安山岩(白16.12 

色風化〕

北包含層５4６ 完形ブレーク ２６ 黒色安山岩(白５４ 1ユ １４」８

色風化）

1境掘り方4７ 完形スクレーノマー ４．冊 3.1 黒色安山岩0.7 1０８ 

北包含層 礫器 完形4８ 1０２ 8.円 黒色安山岩４」８ 4800 

北包含層11 礫器4９ 完形 ５－５ 1０４ 黒色安山岩4-0 275.0 

北包含掴 石核石器610 8-5 黒色安山岩7］ 4.9 21959 接合資料

８，１０，１２，１３，１７ ８３ ６６ ４７ 131 

北包含層 石核 完形51 黒色安山岩４席 ４９ 4.Ｋ 9５．５ 

北包含層 石核 完形記 黒色安山岩6０ 7.0 5.4 283.0 

北包含層1５誰； 完形スクレーパー 1０７ 31 黒色安山岩１－４ 410 

北包含層４ 礫器 完形5４ 1７－０ 粗粒輝石安山岩１５_］ 517 2050-0 

北包含層1６ 磨石 完形説 ９－７ 8.3 3.0 閃緑岩3９２０ たたき部あり

南包含層 礫器 完形ポ 粗粒輝石安山岩7-4 ３－３ 乱２ 2210 炭化物付着(被熱〕

第２章古墳時代の遺構と遺物

第１節第１号墳

本古墳は調査区の北部(Ｈ～Ｊ－６～８Ｇ)、標高229.2～230.2ｍにかけて検出された。調査前から墳

丘と思われる土盛りが確認できたが、その土盛のほとんどが耕作に伴う残淳等ゴミを盛っている状況で

あった。調査は、これら表土を除去し主体部を調査するとともに、周辺の表土除去・周堀の調査も平行

して実施した。遺物は前庭部の封石下から土師器・銅碗（佐波利椀）の模倣碗（１）が割れて散乱した

状態で出土した。また、土師器・坏（２）も前庭部から出土した。

墳丘は確認できなかった。周堀は南東から北にかけて確認され､規模は上1幅Ｌ８～3.1ｍ、下幅0.7～1．

３７ 

図版
番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ 幅 厚さ 飯雁(輿） 石賀 備考

3９ 北包含層2２ スクレーパー 完形 ３．２ 2.8 0.7 ５．５ チャート

4０ 北包含層２ スクレーパー 完形 3.9 1.7 ０．９ ５．２ 黒色安山岩(白

色風化）

4１ 北包含層1４ スクレーパー 完形 6.7 5.0 1.6 5８．５ 黒色安山岩(白

色風化）

4２ 北包含層 スクレーパー 完形 8.1 ９．６ 1.6 165.0 黒色安山岩(白

色風化）

4３ 南包含層1０ スクレーパー 先端部欠損 (5.3） ４．３ 1.2 29.0 チャート

4４ 南包含層 スクレーパー 完形 ５．０ ６．５ 1.6 4１．６ 黒色安山岩

4５ 北包含層３ スクレーパー 完形 ３．６ 4.1 0.9 1６．２ 黒色安山岩(白

色風化）

4６ 北包含層５ ブレーク 完形 2.6 5.4 1.1 14.8 黒色安山岩(白

色風化）

4７ 1境掘り方 スクレーパー 完形 ４．９ ３．１ 0.7 10.8 黒色安山岩

4８ 北包含層 礫器 完形 1０．２ 8.3 ４．８ 480.0 黒色安山岩

4９ 北包含層1１ 礫器 完形 ５．５ 1０．４ 4.0 275.0 黒色安山岩

5０ 北包含層

8,10,12,13,17 

石核石器 8.5 

8.3 

7.1 

6.6 

4.9 

4.7 

292 

131 

黒色安山岩 接合資料

5１ 北包含層 石核 完形 4.5 4.9 ４．３ 95.5 黒色安山岩

5２ 北包含層 石核 完形 6.0 7.0 ５．４ 283.0 黒色安山岩

5３ 北包含層1５ スクレーパー 完形 10.7 3.1 1.4 4１．０ 黒色安山岩

5４ 北包含層４ 礫器 完形 17.0 １５」 ５．７ 2050.0 粗粒輝石安山岩

5５ 北包含層1６ 磨石 完形 9.7 8.3 3.0 392.0 閃緑岩 たたき部あり

５６ 南包含層 礫器 完形 7.4 5.3 5.2 221.0 粗粒輝石安山岩 炭化物付着(被熱）



2ｍ、深さは14～17ｃｍであった。周堀上端での外径15.0ｍ、内径13.5ｍである。

主体部は、南に開口する横穴式石室で、玄室と羨道に区分される。天井石はすでに失われ、玄室の左

右壁も大きく失われていた。奥壁は２段に組まれていた。石室の形状は羽子板状を呈する両袖型の石室

で開口方位Ｓ－７ｏ－Ｅである｡玄室床面もかなり荒らされており、室内に落ち込んだ大きな礫の下から、
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二 へ

一一~

５ｍ 第１号漬０

１層暗褐色土砂質耕作土。

２層黒褐色土ＡＳＢ混入。黒褐色土。

３層黒褐色土灰白色軽石混入。黒褐色土。

４層暗褐色土灰白色軽石を不均質に混入する。ローム粒子と黒褐色土との混

土。

５層暗褐色土黄白色軽石を混入するローム質土。

６層にぶい黄褐色土ソフトローム。

第28図第１号墳全体図
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若干の人骨片の出土があっただけであった。玄門には閉塞が施されていた。閉塞は扁平は自然石を小口

に積み上げていた。羨道部から前庭にかけては封石が施され、羨道部床面は扁平な自然石によって被覆

されていた。

前庭部の前面は自然石を丁寧に積み上げ羨門を形成してあった。

石室の掘り方は南北に長い隅丸の方形を呈し、長軸長7.1ｍ、短軸長3.6ｍを測る。石室石組の裏込め

は人頭大から拳大の石を押さえに組み目つぶし砂利を詰め込み被覆を行っていた。

石室各部の計測値は、石室全長3.5ｍ、玄室長1.9ｍ、玄室奥幅1.1ｍ、玄室前幅1.0ｍ、羨道長1.9ｍ、

羨道（奥）１幅0.6ｍ羨道（前）幅1.0ｍを測る。

本古墳の構築時期は、出土遺物より７世紀後半に比定できよう。

第14表第１号墳出土遺物観察表(第31図、PL-19）

雛｜取り上げ番号｜器種巡存状態｜法量｜胎土･焼成|色 鯛｜獺B懇iml辮考
1～11、前庭部 土師器・銅椀模 ほぼ完形１ 粗砂・良 燈褐色～口219 銅椀(佐波利椀)の模倣・外面へ

倣椀 高10.8 茶褐色 ラずり・内面なで

前庭部 土師器・坏 一部欠損、 細砂・良好 茶褐色～ロ１２３ 外面へうけずり・内面なで

高3.7 暗褐色

苅銀
0 ２．５m、

第29図第１号墳主体部(1)

ﾛ3９ 

取り上げ番号 器種 過存状態 法量 胎土・焼成 色調 器形・成形・整形.
文様の特徴・備考

1～11、前庭部 土師器・銅椀模

倣椀

ほぼ完形 ロ2］

高1〔

粗砂・良 燈褐色～

茶褐色

銅椀(佐波利椀)の模倣・外面へ

ラずり・内面なで

２ 前庭部 土師器・坏 －部欠損 ロ1２．３

高3.7

細砂・良好 茶褐色～

暗褐色

外面へうけずり・内面なで
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第31図第１号墳出土遺物

第２節第２号墳

本古墳は調査区の南部(Ｆ～Ｊ－２～４Ｇ)、標高228.0～228.4ｍにかけて検出された。遺構は事前の

試掘調査によって確認された。

型０



墳丘は確認できなかった。周堀は溝状遺構に切られるが南東から北部及び北部から西部にかけて確認

され、規模は上幅1.3～3.4ｍ、下幅0.8～1.7ｍ、深さは23～45ｃｍであった。周堀上端での外径18.0ｍ、

内径13.5ｍである。

主体部は、南に開口する横穴式石室で、玄室と羨道に区分される。天井石はすでに失われ、玄室の左
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壁も大きく失われていた。奥壁は１段であった。石室の形状は羽子板状を呈する両袖型の石室を呈する

ものと思われ､開口方位Ｓ－２８ｏ－Ｅである｡玄室床面は扁平な自然石によって丁寧に被覆されていたが、

玄室内からの遺物の出土は皆無であった。羨道部の床面も玄室同様に自然石によって丁寧に被覆されて

、

2２８７ 

２．５ｍ 【０
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いた。

羨道部から前庭にかけては自然石により封石が施されているものと思われる。

石室の掘り方は南北に長い隅丸の方形を呈し、長軸長6.0ｍ、短軸長3.5ｍを測る。石室石組の裏込め

は人頭大から拳大の石を押さえに組み目つぶし砂利を詰め込み被覆を行っていた。

石室各部の計測値は、玄室長2.2ｍ、玄室奥幅Ｌ５ｍ、玄室前幅1.4ｍを測る。

本古墳の構築時期は、７世紀の後半期を想定しておく。

第３章その他の遺構と遺物

第１節溝状遺構

本遺構は調査区の南部（Ｄ～Ｌ－３～５Ｇ）標高228.40ｍ付近で検出され、等高線にそって東西にや

や弓なりを呈し走行する。

本遺構の西半分には北側に周辺古墳からの抜き取りと思われる自然石を並べる。東半分には石は認め

られない。断面形はＶ字状を呈し、土層状況からは数次の掘り淡いが確認でき、水の流れたことも確認

できた。また、１層中からはビニールが出土しており、比較的新しい時期まで形跡を保っていたものと

思われる。

本遺構は、同地周辺で実施された群馬用水土地改良事業以前の地籍図によると字大塚637番地と同638

番地を区切り蛇の目沼に向かう溝として表現されており、地元の地権者・耕作者による記憶とも一致す

る。

出土遺物は砥石が１点出土したのみであった。

第15表溝状遺構出土遺物観察表(第34図、PL-19）

図版
番号

取り上げ番号 遺存状態器種 長さ １幅 厚さ 承儲(ﾛ］ 石質 術 考

１１覆土 砥石 完形 7．４１２．９１２．２１６８０１凝灰岩

第５編調査のまとめ

第１章横沢芳山遺跡撚糸文系土器について

本遺跡からは、縄文時代早期撚糸文系の土器が９点出土しており、ドットを落としたものが７点あっ

た。それらのうち実測が可能な個体は６点であり、残り３点は小破片もしくは表面の剥離が著しく図化

できなかった。

これらのうち口縁部破片が４点あり、それらから当該土器の検討をしてみたい。なお、いずれも破片

資料であるため器形は不詳である。

型３

図版
番号 取り上げ番号 器種 遺存状態 長さ １幅 厚さ 承最に） 石質 ｉｌｌｊ考

１ 覆土 砥石 完形 7.4 2.9 ２．２ 6８．０ 凝灰岩
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１．３．６は同一個体と思われる。口唇部はやや肥厚・外反・断面円頭状を呈し、横位のミガキが施

される。口縁部は無文で若干のくびれが認められる。施文される撚糸はＲで節は粗く間延びした印象を

受ける。条間隔も広く、器面の調整は丁寧でよく磨かれている。

５の口唇部は肥厚が顕著で外反を呈し、横位のミガキが施される。口縁部は無文でくびれが認められ

る。

以上、当該土器の特徴としては口唇部が肥厚し、口縁部が無文でくびれが認められる。胴部に施され

る撚糸は節が粗く間延びした印象を受ける。これらの特徴から撚糸文系土器様式の第４様式稲荷台式土

器の新段階と位置づけたい。

第２章横沢芳山遺跡鍛冶遺構について

今回の調査された鍛冶遺構については、その出土遺物から９世紀後半に比定できる。また、自然科学

分析の結果から、遺構出土の鉄津は精錬鍛冶（大鍛冶）に伴うものであるとの見解を得た。

大胡町において、製鉄遺構は多く、半地下式の竪型製鉄炉は八ヶ峰遺跡で１基、乙西尾引遺跡で３基

が調査されている。

鍛冶遺構（小鍛冶跡）と呼称した遺構は浅見遺跡・堀越丁二本松遺跡と今回の横沢芳山遺跡で検出・

調査されている。浅見遺跡の鍛冶遺構は鍛冶炉及び鍛冶関連遺物である鉄津・羽口等を包含する土坑か

らなる。堀越丁二本松遺跡のものは長方形を呈する竪穴遺構内に石組みの炉を１基持ちその周囲に土坑

を配する構造をもつ。横沢芳山遺跡のものは方形を呈する竪穴遺構内に地山のロームを皿状に掘りくぼ

めた鍛冶炉を持ちその周囲に土坑を配する構造を持つ。

今回、これら鍛冶遺構（小鍛冶跡）と称される遺構について県内の検出例を検討し、鉄生産の工程と

遺構との関係を検証してみたい。

鉄･鉄器生産の工程については①採鉱②築炉③製錬④選別⑤精錬鍛冶（大鍛冶）⑥鍛錬鍛冶（小鍛冶）

もしくは鋳造という６つの工程に大別して捉えることができる（穴沢1989）

今回、検証する遺構は⑤精錬鍛冶（大鍛冶）⑥鍛錬鍛冶（小鍛冶）に推定される遺構に限定し検討を

加えたい。

また、従来これらの遺構の呼称について「鍛冶遺構」・「小鍛冶遺構｣・「鍛冶炉」・「鍛冶エ房」等と報

文により様々に呼称されている。今回検証を加えるにあたり総称としてはその遺構の性格から「鍛冶工

房」と呼称し、炉の呼称としては「鍛冶炉」と呼称する。なお、横沢芳山遺跡出土の遺構名称は、調査

時の呼称「鍛冶遺構」を遺構の固有名称とする。

鍛冶炉をその性格上から分類すると、⑤の工程に係わる炉は｢精錬鍛冶炉｣、⑥の工程の鍛錬鍛冶(小

鍛冶）に係わる炉は「鍛錬鍛冶炉」と呼称する。

「鍛冶工房」の分類については鍛冶炉の存在パターンにより分類をする方法（中島1996,尾l崎2001）

が一般的に取られている。それらを参考に鍛冶炉の存在パターンを検討し、次の分類基準を想定した。

なお、今回鍛冶炉の分類は実施しなかったが、還元もしくは酸化面の確認できる掘り込みを有するも

のを鍛冶炉として扱った。
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Ａ類掘立柱建物内に鍛冶炉が存在するもの。

Ｂ類竪穴状の遺構内に鍛冶炉が存在するもの。

Ｃ類竪穴住居内に鍛冶炉が存在するもの。

Ｄ類上屋や外部との区画が認められず屋外に鍛冶炉が存在するもの。

また、鍛冶炉とそれに付設される土坑の存在からそれぞれに次の３種を想定した。

－１類鍛冶炉とそれに付設される土坑が存在するもの。

－２類鍛冶炉のみが存在するもの。

－３類鍛冶関連遺物を包含する士坑のみが存在するもの。

以上の分類基準から12種の分類が想定されたが、Ａ類は－１類のみ、Ｂ類は－３類が存在しないこと

が判明した。また、Ａ類．Ｂ類については、複数の鍛冶炉が存在するものが顕著に認められことから、

さらに次の細分を加えた。

ａ類鍛冶炉が１基のもの。

ｂ類鍛冶炉が複数存在するもの。

検討する遺構の時期は７～12世紀を対象とした。なお、遺構の全体像が不明なものや、Ｂ類とＣ類の

分別の根拠となる竈の存在が調査区設定上または重複遺構等によって不明なものについては検討対象か

ら除外した。また、結果としてＢ－２ａ類は確認できなかった。

Ａ－１ａ類掘立柱建物内に鍛冶炉が１基とそれに付設される土坑が存在するもの。

Ａ－１ｂ類掘立柱建物内に鍛冶炉が複数存在し、それに土坑が付設されるもの。

Ｂ－１ａ類竪穴状の遺構内に鍛冶炉が１基とそれに付設される士坑が存在するもの。

Ｂ－１ｂ類竪穴状の遺構内に鍛冶炉が複数存在し、それに土坑が付設されるもの。

Ｂ－２ａ類竪穴状の遺構内に鍛冶炉のみが１基存在するもの。

Ｂ－２ｂ類竪穴状の遺構内に鍛冶炉のみ複数存在するもの。

Ｃ－１類竪穴住居内に鍛冶炉とそれに付設される土坑が存在するもの。

Ｃ－２類竪穴住居内に鍛冶炉のみが存在するもの。

Ｃ－３類竪穴住居内に鍛冶関連遺物を包含する土坑のみが存在するもの。

Ｄ－１類上屋や外部との区画が認められず屋外に鍛冶炉とそれに付設される土坑が存在するも

の。

Ｄ－２類上屋や外部との区画が認められず、屋外に鍛冶炉のみが存在するもの。

Ｄ－３類上屋や外部との区画が認められず、屋外に鍛冶関連遺物を包含する土坑のみが存在する

もの。

以上12種の分類に従い県内の当該遺構を集成したものが第16表である。これらの分類に自然科学分析

により鉄生産の工程が判明している遺跡・遺構を当てはめると

Ａ－１ｂ類掘立柱建物内に鍛冶炉が複数存在し、それに土坑が付設されるもの。

鳥羽遺跡：１１号鍛冶工房（精錬・鍛錬：８世紀前半）

鳥羽遺跡：１２号鍛冶工房（鍛錬：８世紀中頃）

Ｂ－１ａ類竪穴状の遺構内に鍛冶炉が１基とそれに付設される土坑が存在するもの。

芳賀東部団地遺跡Ｉ：５号製鉄社（鍛錬：時期不明）

横沢芳山遺跡：鍛冶遺構（精錬：９世紀後半）
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第16表群馬県内鍛冶工房集成（第35～38図）

化学分析
番号 市町村 遺跡名 遺構名 分類 時期 鍛冶関連遺物

分析者 分析結果

１１桐生｜大門iIR跡 92鍛冶工房iflji1i Ａ－１ａ ９～1０ スケール

群馬 鳥羽逝跡

２
 １１号エ房跡 8前半Ａ－１ｂ 羽ロ・砥石類・鉱捧小塊・金数

用台石・微細鉄片・銅淳
大瀧正己 鍛錬津・精錬津

の混在。精錬前
の小塊(砂鉄系）

群馬 鳥羽遺跡３ １２号工房跡 Ａ－１ｂ 8中頃 砥石・羽口類・銅淳・金敷用台
石

大灘正己 半製品(砂鉄系）
・鍛錬鍛冶津

４１新里｜錐岸巡跡 13号住居(小鍛治）｜Ｂ－１ａｌ９前半 鉱津

富士見 小原目遺跡５ 1号小鍛治 金床石･鉄粉･鉄製品･椀型津・
羽ロ・砥石

Ｂ－１ａ 

前橋 芳趨東部団地遺跡Ｉ

■
０
 5号製鉄h上 Ｂ－］ａ 焼石・羽ロ・鉄捧 桂敬・簡

塚秀治
鍛錬津

前橋 鳥取福蔵寺遺跡７ 精錬鍛冶炉 Ｂ－１ａ 9中頃

鵬:癖ﾅ轤總鱸:鰯
器未製品・鉄器半製品

吉岡 大久保Ａ逝跡[８ 第１号遺枇 Ｂ－１ａ 10末 鉄津・鉄製品(斧・刀子・タガ
ネ?)・半製品・破片

９１松井田｜行田梅木平遺跡１号製鉄炉 Ｂ－Ｉａ 羽ロ

ｌＯｌ松井田｜行田栃木平遺跡’２号製鉄炉 Ｂ－Ｉａ 羽口・小鉄淳

大胡 横沢芳山遺跡11 鍛冶遺構 Ｂ■１ａ 9後半 羽口・椀型津・流動律・鉄塊系
遺物・鍛造薄片・金床石・半製
、ゴ

日鍬テク
ノリサー
チ

附編参照

UU5 

１２１大胡｜堀越丁二本松遺跡｜小鍛冶遺柵 Ｂ－１ａｌ９後半 羽ロ・金床石・鉄i幸

群馬 鳥羽遺跡１３ Ｋ１号エ房跡 ８中～
後半

Ｂ－Ｉｂ 羽ロ

群馬 鳥羽逝跡1４ １３号工房跡 Ｂ－１ｂ ８中 銅檸･羽口･砥石類･鉱津小塊・
金赦用台石・微細鉄片

大灘正己 精錬鍛冶津・精
錬前の小塊(砂
鉄系）

１５１群馬｜鳥羽巡跡 １４号エ房跡 Ｂ－１ｂｌ８中 台石破片

１６１群馬ｌ鳥羽遺跡 １５号工房跡｜Ｂ－１ｂｌ８前半｜台石破片

1７沼田町田小沢Ⅱ遺跡｜小鍛治跡 Ｂ－１ｂ 繍羽ロ

前橋 芳賀東部団地遺跡］１８ 4号製鉄杜 Ｂ－Ｉｂ 焼石・椀形鉄津・チップス・羽
ロ・鉄製品・炉壁

桂敬・高
塚秀治

精錬津・鍛冶葎
の混在

前橋 芳賀東部団地遺跡、１９ Ｔ２号鍛冶牡 Ｂ－１ｂ 奈良後
期 鰯輝鉄津.ﾁﾂﾌﾟｽ･羽口．

前橋 芳賀東部団地遺跡Ⅱ川 Ｔ３号鍛冶牡Ｂ－１ｂ 羽口・鉄樺・椀型糠

前橋 堤東遺跡2］ 小鍛治跡 Ｂ－１ｂ ９中頃
か第２
四半期

スラグ・羽ロ・スケール・・財
渦・鉄釘

2２吉井ｌ黒熊中西遺跡１８号テラス Ｂ－Ｉｂ 破き石状の石・鉄津・鉄釘

北橘 羽場nilli跡Ｂｉ６ 小鍛治遺柵 Ｂ－２ｂ 羽口破片・鉄製品破片(釘。刀
子・不明品）

２４１伊勢崎|下植木壱町田遺跡’１区5B号住居跡｜Ｃ－１１９後半|羽ﾛ･鉄樺･椀型淳･チップ｜赤沼英男|精錬津･鍛錬津
２５１大間々|瀬戸ケ原遺跡(B区)|Ｈ-1号住居跡ｌＣ－１９後半|iWi羽口･椀型津･台石 ’ 

笠懸 笠懸村･宮久保遮跡2６ 25号住居跡 Ｃ－１ 鉄製品・鉄津・繍羽ロ

２７１桐生｜清水西遺跡 1号住居跡 Ｃ-１１８中葉 鉄檸

群馬 冷水村東逝跡・西国
分新田巡跡

肝８ Ｂ区１号住居跡 Ｃ－１ ９第１
四半期

羽ロ・金敷・椀型淳・鉄棒炉壁
片

群馬 上野国分僧寺・尼寺
中間地域

鵬： Ｂ区第78号住居跡 9前半愚-１ 羽ロ・鉄津・台石・椀型津

３０１渋）Ⅱ 田中遺跡 11号住居跡 Ｃ－１１平安 台石・羽口・椀型淳・スケール

高崎 田端遺跡3１ Ｂ区第７Ｂ号住居剛（ Ｃ-１ 10末
～1１ 

柵羽ロ・鉄製品 凋塚秀治 製錬津・鍛冶津
の混在

３２１新里｜畿岸巡跡 62号住居(小鍛冶）Ｃ－１１９後半 羽ロ・鉄津

３３１新田 中江田八ツ縄遺跡 2区27号住居跡ｌＣ－１１１０後半 羽口・鉄製品

３４１沼田赤坂iLl跡 6号住居跡 Ｃ－１１平安１輪羽ロ

３５１前橋｜芳賀北部団地遺跡IlH197号住居跡｜Ｃ－１ 輸羽ロ

聖７

番号 市町村 遺跡名 遺構名 分類 時期 鍛冶関連遺物
化学分析

分析者 分析結果

桐生 大門iIR跡 92鍛冶工房ii:lji1i Ａ－１ａ ９～1０ スケール

群馬 鳥羽遺跡 １１号エ房跡 Ａ－１ｂ 8前半 羽ロ・砥石類・鉱捧小塊・金数
用台石・微細鉄片・銅淳

大瀧正己 鍛錬津・精錬津
の混在。精錬前
の小塊(砂鉄系）

群馬 鳥羽遺跡 １２号工房跡 Ａ－１ｂ 8中頃 砥石・羽口類・銅淳・金敷用台
石

大潔正己 半製品(砂鉄系）
･鍛錬鍛冶津

新里 維岸巡跡 13号住居(小鍛治） Ｂ－１ａ 9前半 鉱津

富士見 小原目遺跡 1号小鍛治 Ｂ－１ａ 金床石･鉄粉･鉄製品･椀型津・
羽口・砥石

前橋 芳画東部団地遺跡Ｉ 5号製鉄hl： Ｂ－１ａ 焼石 羽ロ・鉄棒 桂敬・商
塚秀治

鍛錬津

前橋 鳥取福蔵寺遺跡 精錬鍛冶炉 Ｂ－１ａ ９中頃 羽口
動津
器未
濟ﾅ霧總辮:鰯
1品・鉄器半製品

吉岡 大久保Ａ迦跡 第１号遺構 Ｂ－１ａ 10末 鉄津・鉄製品(斧・刀子・タガ
ネ?)・半製品・破片

松井田 行田梅木平遺跡 1号製鉄炉 Ｂ－１ａ 羽口

1０ 松井田 行田栃木平遺跡 2号製鉄炉 Ｂ－ｌａ 羽口・小鉄淳

1１ 大胡 横沢芳山遺跡 鍛冶遺構 Ｂ－１ａ 9後半 羽口・椀型淳・流動律・鉄塊系
遺物・鍛造薄片・金床石・半製
品

ク｜テサ鍬リ日ノチ
附編参照

1２ 大胡 堀越丁二本松遺跡 小鍛冶遺椛 Ｂ－１ａ 9後半 羽ロ・金床石・鉄1幸

1３ 群馬 鳥羽遺跡 Ｋ１号エ房跡 Ｂ－１ｂ ８中～
後半

羽ロ

1４ 群馬 鳥羽逝跡 3号工房跡 Ｂ－１ｂ 8中 銅檸･羽口･砥石類･鉱津小塊・
金赦用台石・微細鉄片

大灘正己 精錬鍛冶津・精
錬前の小塊(砂
鉄系）

1５ 群馬 鳥羽巡跡 4号エ房跡 Ｂ－１ｂ 8中 台石破片

1６ 群馬 鳥羽遺跡 5号工房跡 Ｂ－１ｂ 8前半 台石破片

1７ 沼田 町田小沢11遺跡 鍛治跡 Ｂ－１ｂ 締羽口

1８ 前橋 芳賀東部団地遺跡Ｉ 4号製鉄杜 Ｂ－１ｂ 焼石・椀形鉄津・チップス・羽
口・鉄製品・炉壁

桂敬・筒
塚秀治

精錬津・鍛冶津
の混在

1９ 前橋 芳賀東部団地遺跡Ⅱ Ｔ２号鍛冶ｶヒ Ｂ－ｌｂ 奈良後
期

鉄津・チツプス・羽口．

2０ 前橋 芳賀東部団地遺跡1１ Ｔ３号鍛冶牡 Ｂ－１ｂ 羽口・鉄津・椀型樺

2１ 前橋 堤東遺跡 小鍛治跡 Ｂ－１ｂ ９中頃
か第２
四半期

スラグ・羽ロ・スケール・・財
渦・鉄釘

2２ 吉井 黒熊中西遺跡 8号テラス Ｂ－１ｂ 破き石状の石・鉄淳・鉄釘

2３ 北橘 羽場nil』i跡 小鍛治遺機 Ｂ－２ｂ 羽口破片・鉄製品破片(釘。刀
子・不明品）

2４ 伊勢l崎 下植木壱町田遺跡 1区５Ｂ号住居跡 Ｃ-１ 後半 羽ロ・鉄樺・椀型淳・チップ 赤沼英男 精錬津・鍛錬津

2５ 大間々 瀬戸ケ原遺跡(Ｂ区） Ｈ－１号住居跡 Ｃ－１ 後半 鮒羽ロ・椀型津・台石

2６ 笠懸 笠懸村宮久保遮跡 25号住居跡 Ｃ－１ 鉄製品・鉄津・糒羽ロ

2７ 桐生 清水西遺跡 1号住居跡 Ｃ－１ 中葉 鉄樺

2８ 群馬 冷水村東逝跡・西国
分新田iil1跡

Ｂ区１号住居跡 Ｃ－１ 第１
半期

羽ロ・金敷・椀型淳・鉄棒炉壁
片

2９ 群馬 上野国分僧寺・尼寺
中間地域

Ｂ区第78号住居跡 Ｃ－１ 9前半 羽ロ・鉄棒・台石・椀型淳

3０ 渋川 田中遺跡 11号住居跡 Ｃ-１ 平安 台石・羽口・椀型津・スケール

3１ 高崎 田端遺跡 Ｂ区第７Ｂ号住居剛｛ Ｃ-１ 

|鯖 jWl羽口・鉄製品 間塚秀治 製錬津・鍛冶津
の混在

3２ 新里 畿岸巡跡 62号住居(小鍛冶） Ｃ－１ 9後半 羽ロ・鉄津

3３ 新田 中江田八ツ縄遺跡 ２区27号住居跡 Ｃ＝１ 10後半 羽口・鉄製品

3４ 沼田 赤坂iEl跡 ６号住居跡 Ｃ－１ 平安 輸羽ロ

3５ 前橋 芳賀北部団地ii:i跡Ｉ Ｈ１97号住居跡 Ｃ－１ 輸羽口



化学分析
鍛冶関連遺物時期分類遺構名遺跡名市町村番号 分析者’分析結果

３６１前橋芳賀東部団地遺跡IIlH87号住居跡ｌＣ－１１９後半|鉄津･羽ロ・琳墹

Ｃ－１１奈良 鉄津1号住居跡堤東道跡３７１前橋

鉄の粗鉱的羽口・鉄檸・鉄斧・不明鉄製品 井上巌9後半竪穴住居跡
Ｊ１12遺構

Ｃ－１ 二之宮宮東遺跡前橋雛

台石・羽ロ・チップ・小スラグＣ－１１１０後半61号住居跡沼南遺跡３９１吉｜閲

羽口・鉄棒･砥石･焼石･台石・
鉄釘

９前半
～中

20号住居跡 国-２黒熊栗111奇遺跡吉井4０ 

羽口・スラグ10後半Ｂ区第40号住居跡 Ｃ－２ 上野国分僧寺・尼寺
中間地域

群馬4１ 

羽口・鉄津第１号住居社ｌＣ－３4２太田｜東田遺跡

鉄津・炉壁・椀型津28号住居跡 Ｃ－３ 山名柳沢遺跡４３１高崎

高塚秀治｜製錬津・鍛冶津Ｂ区第４号住居跡Ｃ－３１１１前半｜鉄津・フイゴ羽ロ4４高崎｜田端遺跡

Ｃ－３１平安1号住居跡４５１沼田ｌ赤坂遺跡

羽口・鉄製品(釘）Ｃ－３平安2号住居跡赤坂遺跡４６１沼田

赤沼英男ｌ精錬津C-３１８後半ｌ砥石・羽口・椀型淳31号住居４７１沼田ｌ石墨遺跡

Ｄ－１１１１以降｜繍片・鉄津03号小鍛治4８吉井｜矢田遺跡Ⅲ

鍛造薄片･鉄淳･羽口･椀型捧・
塊状津

10前葉
以降

60号住居卜層遺構 Ｄ－１ 三ツ木皿沼遺跡尾島4９ 

鉄津・フイゴ５０北橘｜分郷八崎遺跡’１号精錬炉 Ｄ－１ 

鉄淳５１１北橘｜分郷八崎遺跡’２号精錬炉 、-１

羽ロ５２１渋川｜有馬条里遺跡１１１２号鍛冶遺構ｌＤ－ｌ

精錬津・鍛冶津
の混在

鍛造剥片・小型塊状津・ふいご
羽口・椀状津・球状津

赤沼英男8後半2号鍛冶炉 Ｄ－Ｉ 石墨遺跡沼田5３ 

５号精錬前鉄
塊・精錬棒・鍛
錬津

大澤正己羽口・炉壁・鉄津・輔羽ロＤＫＤ－１～５号鍛冶
遺構

ｎ戸１稲荷屋敷遺跡藤岡5４ 

鍛錬津台石・鍛造剥片・粒状津・椀型
津

大澤正己10後半
～1１ 

ＤＫＤ－６号鍛冶遺楢 Ｄ－１ 稲荷屋敷遺跡藤岡箙

羽ロ・椀型騨５６１前橋芳賀北部団地遺跡ＩｌＦ－３号製鉄社｜Ｄ-1

鉄淳・フイゴ羽ロ1号炉・１号土坑 Ｄ－１ ５７１吉丼｜黒熊中西遺跡

Ｄ－１１１０１輪羽口・鉄津・チップ５８１吉岡｜大久保Ａ遺跡’第２号遺構

9後半 羽ロ・鉄津鍛冶関連遺構(鍛冶
炉・１０号土坑・１１号
土坑・１２号土坑）

Ｄ－］ 浅見遺跡大胡卵

Ｄ－２１古代｜鉄淳６０１昭和｜川額軍原Ｉ遺跡１１号鍛冶炉

溶銑の脱炭によ
る鋼精錬津

赤沼英男羽口片・鉄棒・椀型淳10前半1区１号鍛冶遺構下植木壱町田遺跡 Ｄ－３ 伊勢崎6１ 

６２|伊勢崎|下植木壱町田遺跡’１区２号鍛冶遺構ＩＤ-3110前半|椀型樺

羽ロ・鉄津・チップ6３伊勢崎|下植木壱町田遺跡’１区３号鍛冶遺構｜Ｄ-3110前半

６４１伊勢崎Ｉ下植木壱町田遺跡１３区１号鍛冶遺構｜Ｄ-３９後半｜鉄津・チップ・湯玉

羽口・砥石1号小鍛治跡Ｄ－３上植木光仙房遺跡６５１伊勢崎

羽口・砥石2号小鍛治跡 Ｄ－門６６１伊勢崎｜上植木光仙房遺跡

鉄淳・羽口・針状鉄製品・椀型
捧・塊状津

10前葉
～11前

1号炉 Ｄ－Ｂ 三ツ木皿沼遺跡尾島6７ 

半

鍛造薄片・鉄淳・羽ロ６８１尾島’三ツ木皿沼遺跡１２号炉 Ｄ－３ 

鉄棒１３号士坑 、－３6９群馬ｌ鳥羽遺跡

鉄淳１４号土坑 、－２７０１群馬鳥羽遺跡

鉄津・炉壁・砂鉄・鍛造剥片７１１藤岡稲荷屋敷遺跡｜EKD-1号鍛冶遺構｜Ｄ－３

鉄津７２１前橋｜芳賀北部団地遺跡ＩｌＰ－３土坑 、－３

鉄津・フイゴロ７３１前橋｜芳賀北部団地遺跡ＩｌＦ－２号製鉄;h上｜Ｄ-３

輔羽口・鉄淳Ｄ－６号土坑 Ｄ＝門７４１前橋神明東遺跡

Ｄ－３古代？輪片・鉄津01号小鍛治７５１吉井｜矢田遺跡、

型８

番号 市町村 遺跡名 遺構名 分類 時期 鍛冶関連遺物
化学分析

分析者 分析結果

3６ 前橋 芳賀東部団地遺跡1１ Ｈ87号住居跡 Ｃ－１ 後半 鉄津・羽口・琳渦

3７ 前橋 堤東遺跡 1号住居跡 Ｃ－１ 良 鉄j幸

3８ 前橋 二之宮宮東遺跡 竪穴住居跡
Ｊ１12遺構

Ｃ－１ 後半 羽口 鉄檸・鉄斧・不明鉄製品 井上巌 鉄の粗鉱的

3９ 吉岡 沼南遺跡 61号住居跡 Ｃ--1 1後半 台石 羽ロ・チップ・小スラグ

4０ 吉井 黒熊栗崎遺跡 20号住居跡 Ｃ-２ 前半
中

羽口
鉄釘

鉄津･砥石･焼石･台石.

4１ 群馬 上野国分僧寺・尼寺
中間地域

Ｂ区第40号住居跡 Ｃ－２ 10後半 羽口 スラグ

4２ 太田 東田遺跡 第１号住居社 Ｃ－３ 羽口 鉄津

4３ 高崎 山名柳沢遺跡 28号住居跡 Ｃ－３ 鉄津 炉壁・椀型津

4４ 高崎 田端遺跡 Ｂ区第４号住居跡 Ｃ－３ 11前半 鉄津・フイゴ羽ロ 高塚秀治 製錬津・鍛冶津

4５ 沼田 赤坂遺跡 1号住居跡 Ｃ－３ 平安

4６ 沼田 赤坂遺跡 2号住居跡 Ｃ－３ 平安 羽口・鉄製品(釘）

4７ 沼田 石墨遺跡 号住居 Ｃ－３ 8後半 砥石・羽口・椀型淳 赤沼英男 精錬津

4８ 吉井 矢田遺跡Ⅲ 号小鍛治 Ｄ－１ 11以降 糒片・鉄棒

4９ 尾島 三ツ木皿沼遺跡 号住居上層遺構 Ｄ－１ 10前葉
以降

鍛造薄片
塊状津

･鉄淳･羽口･椀型捧.

5０ 北橘 分郷八崎遺跡 号精錬炉 Ｄ－１ 鉄淳・フイゴ

5１ 北橘 分郷八崎遺跡 号精錬炉 Ｄ-１ 鉄淳

5２ 渋ノ|’ 有馬条里遺跡1１ 号鍛冶遺構 Ｄ－１ 羽ロ

5３ 沼田 石墨遺跡 2号鍛冶炉 Ｄ－１ 8後半 鍛造剥片・小型塊状津・ふいご
羽口・椀状淳・球状津

赤沼英男 精錬津・鍛冶津
の混在

5４ 藤岡 稲荷屋敷遺跡 DKD-1～５号鍛冶
遺構

Ｄ戸１ 羽口・炉壁・鉄津・糒羽ロ 大澤正己 ５号精錬前鉄
塊・精錬棒・鍛
錬津

5５ 藤岡 稲荷屋敷遺跡 DKD､６号鍛冶遺構 Ｄ－１ 10後半
～1１ 

台
津
石・鍛造剥片・粒状津・椀型 大澤正己 鍛錬津

5６ 前橋 芳賀北部団地遺跡Ｉ F－３号製鉄社 Ｄ－１ 羽ロ・椀型津

5７ 吉井 黒熊中西遺跡 1号炉・１号土坑 Ｄ－１ 鉄淳・フイゴ羽ロ

5８ 吉岡 大久保Ａ遺跡 第２号遺構 Ｄ－１ 1０ 糒羽口・鉄津・チップ

5９ 大胡 浅見遺跡 鍛冶関連遺構(鍛冶
炉・１０号土坑・１１号
土坑・１２号土坑）

Ｄ－１ 9後半 羽ロ・鉄津

6０ 昭和 川額軍原Ｉ遺跡 1号鍛冶炉 Ｄ－２ 古代 鉄樺

6１ 

６２ 

６３ 

伊勢崎

伊勢崎

伊勢崎

下植木壱町田遺跡

下植木壱町田遺跡

下植木壱町田遺跡

1区１号鍛冶遺構

1区２号鍛冶遺構

1区３号鍛冶遺構

Ｄ－３ 

Ｄ－３ 

Ｄ－３ 

10前半

10前半

10前半

羽口片・鉄棒・椀型津

椀型津

羽ロ・鉄津・チップ

赤沼英男 溶銑の脱炭によ
る鋼精錬津

6４ 伊勢崎 下植木壱町田遺跡 3区１号鍛冶遺構 Ｄ－３ 9後半 鉄津 チップ・湯玉

6５ 伊勢崎 上植木光仙房遺跡 1号小鍛治跡 Ｄ－３ 羽口 砥石

6６ 伊勢崎 上植木光仙房遺跡 2号小鍛治跡 Ｄ－３ 羽口 砥石

6７ 

6８ 

尾島

尾島

三ツ木Ⅲl沼遺跡

三ツ木皿沼遺跡

1号炉

2号炉

Ｄ-３ 

Ｄ－３ 

10前葉
～11前
半

鉄淳・羽口・針状鉄製品・椀型
津・塊状津

鍛造薄片・鉄淳・羽口

6９ 群馬 鳥羽遺跡 １３号土坑 Ｄ－３ 鉄捧

7０ 群馬 鳥羽遺跡 １４号土坑 Ｄ－３ 鉄淳

7１ 藤岡 稲荷屋敷遺跡 EKD-1号鍛冶遺構 Ｄ－３ 鉄津・炉壁・砂鉄・鍛造剥片

7２ 前橋 芳賀北部団地遺跡Ｉ P-3土坑 Ｄ－３ 鉄津

7３ 前橋 芳賀北部団地遺跡Ｉ F－２号製鉄;h上 Ｄ－３ 鉄津・フイゴロ

7４ 前橋 神明東遺跡 Ｄ－６号土坑 Ｄ＝３ 糒羽口・鉄津

7５ 吉井 矢田遺跡111 01号小鍛治 Ｄ－３ 古代？ 輔片・鉄棒
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１４１３号工房跡（鳥羽遺跡：群馬）Ｉ.” 21.小鍛冶跡（堤東遺跡：前橋）
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２３.小鍛冶過構（羽場遺跡：北橘）
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18.4号製鉄趾(芳賀東部団地遺跡Ｉ：前橋）
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(二之宮宮東遺跡：前橋）

ｺﾞｰﾚ 36Ｈ87号住居跡（芳賀東部団地遺跡Ⅱ：前橋）

31.Ｂ区７Ｂ号･住居跡

（田端遺跡：高崎）
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S4DKD-1~5号鍛冶遺構

Ｉ 
62.1区２号鍛冶遺構

（下植木壱町田遺跡：伊勢崎）

６１．１区１号鍛冶遺構

（下植木壱町田遺跡：伊勢崎）

昭和）０

60.1号鍛冶炉

（川額軍原Ｉ遺跡Ｉ
４ｍ 

第38図鍛冶工房集成(4)

Ｂ－１ｂ類竪穴状の遺構内に鍛冶炉が複数存在し、それに土坑が付設されるもの。

鳥羽遺跡：１３号鍛冶工房（精錬：８世紀中頃）

芳賀東部団地遺跡：４号製鉄杜（精錬・鍛錬：時期不明）

Ｃ－１類竪穴住居内に鍛冶炉とそれに付設される土坑が存在するもの。

下植木壱町田遺跡１区５Ｂ号住居跡（精錬・鍛錬：９世紀後半）

田端遺跡Ｂ区７Ｂ住居（精錬・鍛錬：１０世紀末～11世紀初め）

Ｃ－３類竪穴住居内に鍛冶関連遺物を包含する土坑のみが存在するもの。

田端遺跡Ｂ区４住居跡（製錬・鍛錬：１１世紀前半）

石墨遺跡31号住居（精錬：８世紀後半）

Ｄ－１類上屋や外部との区画が認められず屋外に鍛冶炉とそれに付設される土坑が存在するもの。

石墨遺跡２号鍛冶炉（精錬・鍛錬：８世紀後半）

稲荷屋敷遺跡ＤＫＤ－１～５号鍛冶遺構（精錬・鍛錬：時期不明）

５２ 



稲荷屋敷遺跡DKD-6号鍛冶遺構（鍛錬：１０世紀後半～11世紀）

Ｄ－３類上屋や外部との区画が認められず、屋外に鍛冶関連遺物を包含する士坑のみが存在するも

の。

下植木壱町田遺跡１区１号鍛冶遺構（精錬：１０世紀前半）

下植木壱町田遺跡１区３号鍛冶遺構（精錬：１０世紀前半）

下植木壱町田遺跡３区１号鍛冶遺構（精錬：９世紀後半）

Ａ～Ｄ類いずれの分類においても⑤及び⑥の段階が存在する。また、同一遺跡内においては⑤及び⑥

の段階の遺構がともに存在することが多い。これは、精錬鍛冶及び鍛錬鍛冶の工程が分離した工程でな

く、一連の作業エ程であることの可能性を示唆するものと考えられる。

それでは、横沢芳山遺跡の鍛冶遺構が精錬鍛冶の工程であるとの自然科学分析結果を、どのように判

断するのかの問題が残る。分析資料のサンプル数が少なかったために生じた結果である可能性もある。

竪穴住居跡と製鉄･鍛冶関連遺構についての事例として、『中山遺跡』において報告者である小林高氏

は５つの例を上げ一般的な竪穴住居跡の調査においては得られない所見であり、それらが製鉄や鍛冶に

おける産出物とその作業工程に関係する事象であることを重視し、それらの所見が複数得られる住居杜

を鍛冶工房跡またはこれに関連するものと推測している。また、それら所見の並存パターンから異なっ

た系統の鍛冶作業痕跡である可能性も示唆している。さらに、自然科学分析の結果からそれらの２系統

を精錬鍛冶．鍛錬鍛冶の可能性があるものと推定している。（小林1999）

本遺跡の第１号住居跡については、小林氏のあげる事例のｂパターンがこれにあたり、鍛錬鍛冶エ房

である可能性もある。本遺跡においては、精錬鍛冶は鍛冶遺構で行い、第１号住居跡で鍛錬鍛冶が行わ

れたとの推測もできる。

尾崎高宏氏は、新潟県内の鍛冶遺構の検討から、鉄生産の開始段階（７世紀末～８世紀代）において

は工房が官衙や大規模集落に関連する遺跡などに限定されていたものが、９世紀に入り一般集落におい

て長期間の操業が推定されるようになり、鍛冶技術が一般化していったものとしている（尾崎2001）

群馬県内においては、Ａ－１ｂ類・Ｂ－１ｂ類の複数の鍛冶炉を有する遺構（連房式鍛冶工房跡）が

８世紀代から官衙に想定される集落の周辺や大規模集落において存在し、９世紀まで存続して操業され

ている。また、Ａ－１ａ・Ｂ－１ａ。Ｃ－１類の遺構が９世紀代に入り一般集落において莫大に増加し、

10世紀後半まで存続することは、一般集落における長期間の操業がこの時期に一般化したことを証拠づ

けるものであろう。

Ｄ類については操業時期を比定できる遺構が少ないが､9.10世紀代が多く見られるところからＢ－１

ａ.Ｃ類と同様に一般集落における一般化した操業の－形態との想定も可能であろう。これは今後の検

討課題としておく。

また、自然科学分析により資料Nb,40及びNq42の始発原料として鉄鉱石系との見解が得られ､Niq46･Nq47

及び湯玉・鍛造剥片の分析結果からは砂鉄を使用したとの見解が示され始発原料に対する矛盾が生じて

いる。いずれにしても現在のところ本遺跡からは製錬炉が確認されていないところから、本遺跡におい

て行われた精錬鍛冶の原料は移入された可能性が高く、移入先が複数であった可能性もある。

最後に、本遺跡において生産された鋼によって製作された鉄器についてであるが、第１号住居跡から

鎌及び釘が出土している。第１号住居跡が鍛錬鍛冶工房である確証はないが、農具を生産した可能性を

指摘しておきたい。

５３ 



第３章横沢大塚遺跡古墳群について

今回、横沢大塚遺跡では、古墳を２基検出・調査した。『上毛古墳綜覧』（以下『綜覧』と記載）によ

ると横沢地内には13基の古墳が搭載されており、うち大塚地内には４基、五反田地内では１基が記載さ

れている。

大塚地内に所在する古墳の発掘調査については、「大胡町誌』に記載された横沢１号古墳（『綜覧」第

34号境）・横沢11号古墳（『綜覧』第33号墳）が知られ、五反田地内で『総覧』記載漏れの古墳１基（五

反田古墳）が昭和35年群馬大学史学研究室により調査されている。

また、「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣に伴う発掘調査において、平成５年度には横沢新屋敷遺跡

で『綜覧」記
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業（昭和38～44年）によって土地の改変がおこなわれており、「総覧｣調査時とは現在番地が変更されて

いる。そのため「総覧」記載の内容と土地改良前の地積図（昭和15年作成）と照らし合わせてみた。（第
37図）

その結果、今回の発掘調査で第１号墳および第２号墳とした古墳はいずれも『総覧』記載漏れ古墳で

あり、１号墳の北東に所在する古墳は大胡町31号墳もしくは32号境のいずれかに比定出来ることが判明
した。

現在までに、横沢地内では24基の古墳が確認された。小字ごとの内訳は大塚地内６基、五反田地内２

基、新屋敷地内５基、柴崎地内４基、向山地内２基、向田地内４基、前野地内１基となる。
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国行歴史民俗博物館１９９４「国立歴史民俗･博物館研究報告第59集日本・鯨国の鉄生産技術《調査編２Ｍ

赤沼英男･福田豊彦「鉄の生産からみた北方世界」国立歴史民俗博物館１９９７「国立歴史民俗博物館研究報告第72集」

横浜市歴史博物館.（財)横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター１９９８「兵の時代一古代末期の東国社会一」

寄居町遺跡調査会１９９９「中山遺跡」（第１次・第２次）

村上恭通１９９９「倭人と鉄の考古学」㈱青木書店

鉄器文化研究会２００１「日韓鉄器文化の特質と交流」

尾崎高宏「新潟県における古代の製鉄一鍛冶関連遺構の検討一」（財)新潟県埋蔵文化財調査事業団２００１「研究紀要

第３号」

大田区立郷土博物館２００１「ものづくりの考古学」東京美術

佐々木稔他２００２「鉄と銅の生産の歴史Ｉ

附編横沢芳山遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

群馬県勢多郡大胡町に所在する横沢芳山遺跡では､古代に比定される製鉄遺構などが検出されている。

これら遺構からは、鉄淳(椀型淳)、湯玉、鍛造剥片等の精錬や鍛冶などの過程を示す遺物や、短冊型鉄

製品・鍬先の一部と考えられる鉄製品、羽口などが出土している。

本報告では、製鉄遺構から出土した羽口や鉄淳・湯玉・鍛造剥片・鉄製品などを対象に分析を実施す

5５ 



る。羽口は、器面に二次焼成の有無が認められることから、それぞれの部位を対象に薄片作製と蛍光Ｘ

線分析を実施し、胎土中の重鉱物の比較から、二次焼成時の温度等の推定を行う。また、鉄津、湯玉、

鍛造剥片、鉄製品等については、どのような鍛冶工程にあたるものか、また金属成分の組成を比較し特

徴を把握するため、組織観察および金属成分分析を実施する。

１．羽ロの分析

１．試料

試料は、製鉄遺構から出土した羽口１点である。羽口は、円筒形を呈し、製鉄炉内で高温を受けたと

考えられる部分は変形している。色調も黒～暗赤褐色呈し､一部には溶解し発泡する部分も認められる。

一方で、本試料には、羽口本来の形状を留めている部分もあり、色調や器面の状態も二次焼成したと考

えられる部分とは大きく異なる。

分析試料は、上述した二次焼成により色調や器面が変化している部分および本来の形状を留めている

と考えられる部分から、それぞれ試料を１点ずつ採取した。これら２点の試料について、薄片作製観察、

蛍光Ｘ線分析を実施する。本報告では、試料を区別するため便宜上、前者を１次焼成試料、後者を２次

焼成試料と称する。

２．分析方法

（１）薄片作製観察

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0.03ｍの厚さに研磨して作製した。薄片

は岩石学的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を

明らかにし、また胎土の基質については、孔隙の分布する程度と砂の配列や孔隙などに方向性が認めら

れるかどうか、および基質を構成する粘土が焼成によりどの程度ガラス化してどの程度粘土鉱物として

残存しているかということと酸化鉄などの鉄分の含まれる程度について定』性的に記載した。

（２）蛍光Ｘ線分析

主要10元素のSiO2、Ａｌ203、Fe203、TiO2、MnO、MgO、CaO、Na2qK20、P205およびLOIを蛍光

Ｘ線分析法によって分析した。以下に測定条件等を述べる。

ａ）装置

理学電機エ業社製RIX1000（FP法のグループ定量プログラム）

ｂ）試料調製

対象部位をダイヤモンドカッターで切断し、105°Ｃで４時間乾燥させた後、振動ミル（平工製作所製

ＴＩ100；１０ml容タングステンカーバイト容器)で微粉砕した。この微粉砕試料についてガラスピートを以

下の条件で作成した。

溶融装置；自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ピートサンプラ_（3491Ａ１）

溶剤及び希釈率；融剤（ホウ酸リチウム）5.0009:試料0.5009

剥離剤；Ｌｉｌ（溶融中２回投入）

溶融温度；1200°Ｃ約７分

ｃ）測定条件

Ｘ線管；Ｃｒ（50ＫV-50ｍＡ）

スペクトル；全元素Ｋα

分光結晶；LiF,PET,ＴＡＰ,Ｇｅ
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検出器；F-PC,Ｓｃ

計数時間；PeaK40secBack20sec

３．結果

（１）薄片作製観察

羽口の薄片観察結果を表’に示す。羽口の胎土中に含まれる砂粒の種類構成は、２点の試料ともにほ

ぼ同様である。ともに砂粒を多量に含み、粒径の淘汰度は中程度である。砂粒を構成する鉱物片では、

斜長石が多く、他に斜方輝石、単斜輝石の両輝石と不透明鉱物を微量伴い、岩石片では、火山ガラスが

多く、砂岩が微量伴われる。２点の試料で若干異なる点として、１次焼成試料に斜方輝石がやや多く含

まれることと微量の角閃石が認められることおよびデイサイトの岩片が認められることがあげられ、ま

た、２次焼成試料には微量のチャートの岩片が認められることがあげられる。

一方、砂粒に認められる変質の状況は、２点間の試料で明瞭に異なる。１次焼成試料は、火山ガラス

の付着した斜長石が多く、また、火山ガラスは軽石型が多く、わずかに塊状のものを伴う。２次焼成試

料では、表面から１cm程度の黒色部分は完全にガラス化しており、斜長石が溶融してムライト化してい

る状況と火山ガラスおよび輝石類も溶融している状況が認められた。輝石類は、試料表面部に向かって

オパサイト化から不透明鉱物化へという変化がみられ、不透明鉱物は、微細粒状～樹枝上を呈し、ムラ

イトと共生する。

素地の状態では、孔隙度に違いが認められ、１次焼成試料は中程度であるが、２次焼成試料は非常に孔

隙度が高い。２次焼成試料の孔隙は、試料表面部に向かって球形度は低くなり、孔径は増大する。試料

表面部における孔径は、0.5～1.0mm程度である。なお、素地の粘土残存量は、２次焼成試料では全く認

められない。

表１羽口の薄片観察結果
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淘
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１次焼成｜◎｜△’２．１ ○ｌ△ｌ＋＋ ＋ ＋ △１１＋ｌ△ｌ×｜＋ｌ＋ 

２次焼成。△’１．６ ○ｌ＋｜＋ ＋ｌ＋ ＋ ○ｌｘｌ＋ △ 

注

:量比◎：多量○：中量△：少量十：微量

（２）蛍光Ｘ線分析

分析結果を表２に示す。２点間の試料では、ほとんどの成分においてあまり大きな差は認められない

が、唯一酸化鉄の含有率に大きな違いが認められ、２次焼成試料において約５％多い傾向にある。

表２羽口の蛍光Ｘ線分析結果（化学組成）

試料番号ｌＳｉＯｚｌＴｉＯ２１Ａｌ２０３１Ｆｅ２０３１ＭｎＯｌＭgＯＣａＯｌＮａ２０１Ｋ２０Ｐ２０ｓｌｌＲ１ｏｓｓｌ合計

１次焼成’６２．１１１１１２２．０７１４．６７１０．０７１１．１６３．５３１２．１２１０．９６００４１２２８１９９９９

２次焼成’５９．６１．１２０．９１９．９８１０．０８１１．２８１３．６４１１．９７１１．３４１０．１１０１１００

*単位は重景％

５７ 

部位 砂粒

全体量 淘汰度 最大径
砂粒の種類機成

鉱物片 岩石片

石英 カリ長石 斜長石 斜方輝石 単斜輝石 角閃石 酸化角閃石 角閃石族 黒雲母 緑しン石 不透明鉱物 チャ１卜 頁岩 泥岩 砂岩 凝灰岩 安山岩 花崗岩類 軽石・スコリア 火山ガラス 多結晶石英 デイサイト 孔隙度 方向性 粘土残存量 含鉄量
１次焼成 ◎ △ ２．１ ○ △ 十 ＋ ＋ ＋ △ 十 △ × ＋ ＋ 

２次焼成 ◎ △ １．６ ○ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 △ ○ × ＋ 

試料番号 SｉＯ２ ＴｉＯ２ Ａｌ2０３ Fe203 ＭｎＯ ＭｇＯ CaO Ｎａ2０ Ｋ2０ Ｐ205 19.1ＯＳＳ 合計

１次焼成 6２．１１ 22.07 4．６７ ０．０７ 1．１６ ３．５３ 2.12 0．９６ 0.04 ２．２８ 9９．９９ 

２次焼成 5９．６ 1.1 2０．９ 9．９８ 0.08 1．２８ ３．６４ 1．９７ 1．３４ 0-1 100 



４．考察

羽口の１次焼成試料と２次焼成試料とでは、薄片観察における砂粒組成および酸化鉄以外の化学組成

がほぼ同様であることから、本来の材.質に差はないことが明らかとなった。その材質は、砂粒中に斜長

石や火山ガラスが比較的多く、輝石類も認められ、さらに化学組成から、カオリナイト、あるいはハロ

イサイトを主体とした火山灰由来の粘土である可能性が考えられる。なお、酸化鉄の含有量の違いは、

おそらく下記の高温による材質の変化に起因する可能性がある。薄片観察において２次焼成試料に認め

られた微細粒状の不透明鉱物が鉄の成分に影響している可能性や炉内の鉱淳に由来する可能性もある

が、現段階ではその由来は不明である。

羽口の焼成温度については、１次焼成試料中に認められた鉱物は、いずれも熱変化が認められない。

したがって、羽口製作時の焼成温度は1000°Ｃ未満の比較的低い温度と考えられる。一方、２次焼成試料

では、結果記載で述べたような斜長石や斜方輝石の熱変化やムライトの生成が認められている。特に、

ムライトの生成が進んでいることから、その温度は1250°Ｃを超えると考えられる。すなわち、羽口が２

次焼成時に受けた温度は、1250°Ｃを超える高温であった可能性が考えられる。

ｎ．鉄製遺物の成分分析

製鉄遺構から出土した鉄淳(椀型津)、湯玉、鍛造剥片、さらに、短冊型鉄製品や鍬先の一部と考えら

れる鉄製品などの成分分析は、株式会社日鐵テクノリサーチの協力を得た。以下に、記名原稿として報

告を記す。

横沢芳山遺跡出土金属遺物の調査

株式会社日鐵テクノリサーチ

１．いきさつ

群馬県勢多郡大胡町、横沢芳山遺跡の製鉄関連遺構からは、椀型鉄棒・鉄塊・湯玉・鍛造剥片・鉄片

等の金属遺物が出土した。これらの遺物についての金属学的調査を行い､本遺跡の性格を明らかにする。

２．調査試料

調査試料の概略寸法と重量および調査項目を表３に示した。

３．試料調製と調査方法

調査試料は、外観的特徴を記録(撮影)した後、上下関係を確認するとともに平均的な構造を有する部

位についてダイヤモンドカッターを用いて組織観察ならびに成分分析用に切り出し二分割した。分割試

料は､エタノールにて充分に土砂を取除き以後の調査試料とした｡組織観察用試料は、真空下でエポキシ

樹脂に埋め込み組織を固定後､粗研磨は湿式研磨､仕上げの研磨はダイヤモンドペーストを用いて行っ

た。組織観察は光学顕微鏡を用いて行い、湯玉と鍛造剥片を除く５試料についてはEPＭＡ（Ｘ線マイク

ロアナライザー）により、鉱物相の定`性分析を行った。一方、成分分析用試料は、メノウ乳鉢にて微粉

砕(60メッシュ以下)し､含有する元素の定量をJIS法に準拠して行った｡以下に方法および装置を示した。

（１）外観観察

寸法・重量ならびに肉眼観察と外観撮影

（２）断面マクロ・ミクロ組織観察

マクロ組織観察投影器（V-II型；日本光学製）

ミクロ組織観察金属顕微鏡（HFX-II型；オリンパス光学エ業製）
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表３調査試料の一覧と調査項目

遺物番号名称寸法(m､）重量(gr）外観観察断面組織成分分析ＥＰＭA分析
鍛冶NbL46椀型津l14x95x20２３０○○○○
鍛冶Nb147椀型津130ｘ７９ｘ４２４２０○○○○

鉄塊型遺物２３ｘ２２ｘ１８９○○○○
湯玉２～８．０．３○○○
鍛造剥片数ｍ×1.5ｔ０．１○○○

鍛冶Nq40短冊型鉄製品９８ｘ２３ｘ１８１８５○○○○
鍛冶Nq42鍬先の一部３８ｘ３４ｘ２１４８○○○○

（３）鉱物相の分析

ＥＰＭＡＸ線マイクロアナライザー（JXM-8100型；日本電子製）

（４）成分分析

分析元素：鉄津T-Fe、M-Fe、FeO、Fe203、SiO2、Ａｌ203、CaO、MgO、MnqTiO2、Ｖ205

鉄片Ｃ、Ｓｉ、Ｍｎ、Ｐ、Ｓ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｃｒ、ＣＯ

分析方法：Ｔ－Ｆｅ；全鉄定量方法（JIS8212）

Ｍ－Ｆｅ；臭素メタノール法（JIS8213）

ＦｅＯ；酸可溶性（ＩＤ定量方法（JIS8213）

Ｃ・Ｓ；赤外線燃焼法

他の金属元素；ICP発光分光分析法）

４．調査結果と考察

（１）鍛冶N0.46（椀型淳）

図版２に外観と断面組織、図１に鉱物相の分析結果、表４に化学組成を示した。茶褐色を呈し板状で

凹凸の著しい鉄淳で、叩くと金属音がする。図版２－２の断面マクロ組織をみると、１ｍ前後の丸い空

孔が多く存在し、この鉄淳の生成過程において活発なガスの発生を伴っていたことが伺える。図版１

－３．４には、断面ミクロ組織を示した。構成鉱物は、明灰色のウスタイト（符号Ｗ）・灰色で細長い結

晶のファヤライト（基本組成；２FeO-SiO2、符号Ｆ）とマトリックスは非晶質珪酸塩（符号Ｓ）からな

る。全体的にウスタイト主体の組織で、鉄分の高い鉄津といえる。このウスタイト中には2.5％のチタン

（Ｔｉ)、１％程のアルミニウム(Ａｌ）とマグネシウム(Ｍｇ)を含有していた。平均化学組成は、全鉄(Ｔ・

Fe）が63％と、組織の特徴ともよくあう。また、酸化チタン（TiO2）は1.8％と低く、低チタン濃度の

砂鉄が使用されたものと考えられる。

（２）鍛冶ND47（椀型淳）

図版３に外観と断面組織、図２に鉱物相の分析結果、表４に化学組成を示した。茶褐色で表面は融け

て固化したような縞模様がみられる。図版３－２に示した断面マクロ組織から、数mmの大きな空孔とと

もに１ｍ以下の丸い空孔も多く存在するマクロ構造を有する。図版２－３．４には断面ミクロ組織を示

した。明灰色で微細結晶のウスタイト、灰色長柱状結晶のファヤライト、暗灰色で極微細結晶が析出し

ている非晶質珪酸塩のほかに、灰色で四角い結晶が存在している(符号Ｔ)。この鉱物は、ＥＰＭA分析の

結果、チタン・アルミニウムを数％～数10％およびバナジウム（Ｖ）を２％強含有するスピネル鉱物で

あることが判明した。平均化学組成では全鉄が46％と通常の鉄棒組成である。また、酸化チタンは２％

と前記の鉄津とほぼ同様の濃度を有する。

（３）鉄塊型遺物

図版４に外観と断面組織、図３に鉱物相の分析結果、表５に金属鉄部分の化学組成を示した。茶褐色

5９ 

遺物番号 名称 寸法(m､） 重量(gr） 外観観察 断面組織 成分分析 EPMＡ分析
鍛冶NbL46 椀型淳 l１４ｘ９５ｘ 230 ○ ○ ○ ○ 
鍛冶NbL47 椀型津 l３０ｘ７９ｘ 420 ○ ○ ○ ○ 

鉄塊型遺物 ２３ｘ２２ｘ］ ○ ○ ○ ○ 
湯玉 ２～８Ｊ 0.3 ○ ○ ○ 

鍛造剥片 数ｍ×１.［ Ｏユ ○ ○ ○ 

鍛冶NbL40 短冊型鉄製品 ９８ｘ２３ｘ］ 185 ○ ○ ○ ○ 
鍛冶Nb,4２ 鍬先の一部 ３８ｘ３４ｘ２ 4８ ○ ○ ○ ○ 



で－部黒紫色を呈し、表面には大きな亀裂が存在し明らかに被熱したことが判る。図版４－２の断面マ

クロ組織から、錆化が進んで残存する金属鉄は少ないことが推定される。図版４－３．４には断面ミク

ロ組織を示した。金属鉄中(符号Ｍｅ）には球状を呈する空孔が存在することから、この遺物が溶融もし

くは半溶融状態時に活発なガスの発生があったものと推測される。周囲は鉄錆で覆われているが、一部

に鉄淳組成を有する領域が存在する。この領域の構成鉱物は、ウスタイトと非晶質珪酸塩でウスタイト

中にはTiO2が約５％含有し､非晶質珪酸塩中にはカルシウム分が21％含まれていることが判った｡一方、

ナイタール腐食液（２％ＮＨ３アルコール溶液)により金属組織を現出させると、図版４－５，６に示した

ように数lQumの結晶粒径を有するフェライト（αFe)主体の組織であった。表５に示したごとく、炭素

量は0.2％と低い。この炭素量であると、溶融温度は1500°Ｃ以上であり、当時の技術からみて到底実現出

来ない温度である。したがって、この鉄塊は元は炭素量の高い（例えば炭素量；4.2％で溶融温度は

1153°Ｃ；１)）銑鉄であったと考えられる。この鉄塊は、加熱･半溶融状態で炭素量を減じる操作(精練）

途中の残留物と見ることができる。

（４）湯玉

図版５に外観と断面組織を、表４に化学組成を示した。数mmから数10ｍの大きさを有する球状粒子で

ある。図版５－２には代表的な湯玉の断面マクロ組織を示した。大小の丸い空孔が存在し、一部に金属

鉄球が存在する。図版５－３．４に示したように、微細なウスタイトの樹枝状結晶と非晶質珪酸塩およ

び金属鉄からなり、溶融状態から急激に冷やされたことが判る。表４の化学組成において、前記の鍛冶

NOk47とほぼ同様の組成を有することから、前記の鉄津と同質の生成過程で発生した湯玉とみることがで

きる。

（５）鍛造剥片

図版６に外観と断面組織を示した。茶褐色を呈し厚さが約1.5mmの小片である。図版６－２には代表的

な鍛造剥片の断面マクロ組織を、また表４には化学組成を示した。大小の丸い空孔および金属鉄球が存

在し、生成過程でガスの発生を伴っていたことが判る。図版６－３．４には断面ミクロ組織を示した。

ウスタイト結晶を主体とし、僅かに非晶質珪酸塩が存在する。鉄素材が加熱されている段階で生成した

酸化皮膜の－種で､前記鍛冶No.46の組成とほぼ同様であることから､鍛冶NO46と同様の工程時に生成し

たものと考えられる。

（６）鍛冶ND40

図版７に外観と断面組織を示した。茶褐色で錆化が進んでいるが、重量感があり金属部分は相当残存

していることが判る。図版７－２には鉄片のほぼ中央部分を切り取り、樹脂埋め込み･研磨した後のマク

ロ組織を示したものである。周辺は錆で覆われているが､大部分が金属鉄である。図版７－３はナイター

ル腐食液にて金属組織を現出したものである。フェライト（a-Fe)主体の組織であるが、周辺は結晶粒

径が細かいことから、この遺物は加熱後に急冷されたことが伺える。一方、図版７－４は、金属鉄中に

存在する非金属介在物を示したものである。ＥＰＭＡによる分析の結果、図４に示したようにチタン・ア

ルミ・マグネシウムを含んだウスタイトと非晶質珪酸塩からなるもので、この鉄片に存在する非金属介

在物は前記の鉄津や鉄塊中に存在した鉱物と同等のものであることが判った。一方、表５には金属鉄中

に存在する微量元素の分析結果を示した。炭素量（Ｃ）が0.27％の鋼で、他にニッケル（Ｎｉ）が0.02％、

コバルト（ＣＯ）が0.05％、銅（Cu）は0.01％含有する。これらの元素は砂鉄中には殆ど含まれない元素

であり、始発原料は鉄鉱石系と考えられる。この鉄片は、加熱・鍛打して鉄器を製作する過程における

BYn 



残欠品と考えられる。

（７）鍛冶Nq42

図版８に外観と断面組織を示した。Ｌ型の特徴ある形状を示し、前記の鍛冶NO40と同様に茶褐色の錆

に覆われているが重量感があり、金属質はかなり残っている様子である。図版８－２には断面マクロ組

織を示した。周辺は錆で覆われているが大部分が金属質となっている。金属鉄中には丸い空孔が存在し

ている。図版８－３は腐食後の金属組織を示したものである。銑鉄の急冷組織、レーデブライト（オー

ステナイトγFe＋セメンタイトFe3C;符号Le)である。一方、図版８－４は金属鉄中に存在する非金属

介在物を示したものである。ＥＰＭＡ分析の結果、ウスタイトと硫化物からなるものであった。表５に金

属鉄中に含まれる微量元素の分析結果を示した。炭素量は4.12％と高く、組織観察で述べた通り銑鉄で

ある。燐（Ｐ）が0.1％、硫黄（Ｓ）も0.8％と高い。また、銅を除いた他の微量元素（ニッケル・コバ

ルト）は前記の鍛冶Nb,40とほぼ同様の濃度である。したがって、この鉄片（銑鉄）は、鉄器製作に必要

な鋼索材の原料（脱炭処理；精練操作によって鋼を得る）として使われた可能性が高い。

表４鉄棒類の化学組成（単位:ｗｔ%）

試料名Ｔ･ＦｅＭ･FｅＦｅＯＦｅ２０３ＳｉｑＡｌ２０３ＣａＯＭｇＯＴｉＯ２ＭｎＯＶ２０６
鍛冶Nn46６３．３０．４５５４．４２９．４６．７９１．９６１．０８０．９４１．８６０．１１０．２９
鍛冶Nbし4７４６．３ｑ5６４２．１１８．７１９．８７．１１３．０４１．６９２．０２014０２５
湯玉 50.61０．６７１５４．３１１１１１１７．５１６．０２１３．０２１１．９９１３．１５１０．２２１０３ 

剥片’57.610.67154.41120.9111.613.44Ｌ911.3412.0710.1310.23
注)Ｔ･Ｆｅ：全鉄，Ｍ･Fe：金属鉄，ＦｅＯ：酸化第一鉄，Fe203：酸化第二鉄，SiO2：酸化珪素，Ａ]203：酸化アルミニウム，ＣａＯ：酸化カルシ

ウム，ＭｇＯ：酸化マグネシウム，TiO2：酸化チタン，ＭｎＯ：酸化マンガン，Ｖ206：酸化パナジン

表５金属鉄中の微量元素 (単位：ｗｔ％）

炭ｃ素｜蓬si素｜マ瀞ン｜繕｜|艫ｓ賞荊ル｜′ａム｜Ｗ卜｜鋼試料名

鉄塊測讃物 0.18〈ｑＯ１１〈0.0011〈0.011〈0.0111〈0.011〈0.011〈0.011〈0-01

鍛冶NbL40 0.27０．０３１〈0.00510,0030.003０．０２１１０．００６１0.047 IＨ 

鍛冶Nh42 4.120.0510.0111０．１３１0.076０．０２１１０．００５１０．０３６１００３２ 

５゜まとめ

群馬県勢多郡大胡町の横沢芳山遺跡から出土した鉄関連遺物について金属学的調査を行った結果は以

下の通りである。

(1)椀型津２点(鍛冶N046,47)は、鉄分濃度の違いはあるものの、鉱物組成およびチタン濃度は同様で、

鍛冶NO46は金属鉄と接触していた部分で生成したもの、鍛冶NbL47は炉材がより多く溶け込んだ組成で

あった。いずれも、精錬工程で生成した鉄淳と考えられた。

(2)湯玉と鍛造剥片は、いずれも上記椀型津と同様の生成過程から生まれたものと考えられた｡湯玉は、

鉄津生成過程のガス発生に伴って飛散したものであり、また鍛造剥片は、精錬工程における鉄素材表

面の酸化被膜が剥離したものといえる。

(3)鉄製品２点(鍛冶NO4q42）に含有する微量元素は、炭素量を除いてほぼ同様の濃度を有し、元は同

質の素材と考えられた。鍛冶Nbし40は、炭素量が３％弱の「鋼」で、鍛冶Nq42を加熱・脱炭する操作過

程（精錬）から得られた「鋼」が使用された可能性が高いと考えられた。

(4)本遺構では銑鉄片等の鉄素材を使用し、精錬操作から「鋼」を得た後、鉄器類の製作が行われてい

たものと考えられた。

引用文献

日本金属学会・日本鉄鋼協会編（1993）鉄鋼材料便覧．丸善．

6］ 

試料名 Ｔ･Ｆｅ Ｍ･Ｆｅ ＦｅＯ Fe203 SｉＯ２ Ａｌ2０３ CaO ＭｇＯ ＴｉＯ２ ＭｎＯ Ｖ2０５ 

鍛冶Nn46 63.3 ０．４５ 5４．４ 2９－４ 7９ 1．９６ 1,08 0．９４ 1.86 0．１１ 0．２９ 

鍛冶Nbし4７ 4６．３ ０．５６ 4２．１ 1８．７ ､８ 7-11 3．０４ 6９ 2.02 0.14 0．２５ 

湯玉 5０．６ ０．６７ 5４．３ 1１ ､５ ６－０２ ３．０２ 9９ 3.15 0.22 0.3 

剥片 ５７．６ 0.67 5４．４ 2０．９ ､６ ３．４４ 1.9 3４ 2.07 0．１３ 0.23 

注)Ｔ･Ｆｅ：全鉄，Ｍ･Fe：金偶鉄，ＦｅＯ：酸化第一鉄，Fe203：酸化第二鉄，SiO2：酸化珪素，Ａ]203：酸化アルミニウム，ＣａＯ：酸化カルシ

試料名 炭素
Ｃ 

珪素
Sｉ 

マンガン

Ｍｎ 燐Ｐ 硫黄
Ｓ 

ニッケル
Ｎｉ 

クロム
Cｒ 

コバルト
ＣＯ 銅⑪

鉄塊型遺物 0.18 <0．０１ <0.001 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 〈0.01 <0.01 

鍛冶NbL40 0．２７ ０．０３ <0.005 0.003 0.003 0.021 0.006 0.047 1３ 

鍛冶Nh42 4．１２ 0．０５ 0.011 0.13 0.076 0.021 0.005 0.036 0.032 
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|ﾇ1版２鍛冶NbI46の外観と断面組織
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図版３鍛冶No.47の外観と断面組織
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|X１版４鉄塊型遺物の外観とMilf面組織
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|又1版５湯玉の外観と断面組織
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図版６鍛造剥片の外観と断面組織
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図版７鍛冶ｉｂ４０の外観と断面組織
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図版８鍛冶ib42の外観と断面組織
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